平成 25 年 度 い わ て 未来 づく り 機構 活動 方 針 ( 案 ) 


平成 25 年 度 は 、 機構 の 第 2 フェ ー ズ (概ね H24~H26) の 中 間 年 で あり 、 復 興 を 
加速 する 年 で も ある こと か ら 、 機 構 と し て の 復興 に 関す る 取組 を さら に 充実 させ 


1 


る と と も に 、 成 果 と 実績 を あげ る こと に 重点 を 置い て 取り 組む 。 
2 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図り 事業 の 実効 性 を 高め る た め 、 引 き 続 き 積極 的 な 情 


報 発信 を 行う 。 





1 機構 及び 各 会 員 が 取り 組む 県 民 運 動 | 


(1) 震 災 復興 に 向け た 活動 の 推進 
県 民 総 参 加 に よる 復興 へ の 動き を 推進 し 、 復 異 を 加速 させ て いく 。 




















平成 24 年 7 月 の 共同 宣言 に 基づい た 取組 ) 
















































































「 ① 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 中 心 と し た 情報 発信 ・ マ ッ チ ， 
ング の 促進 ・ 連 携 体 制 の 構築 
・ 街 づく り ・ 産 業 さ くり に 取り 組む 「 東 北 未来 創造 イ ! 























! ② 経済 同友 会 な ど と 共に 、 人 づく り 


ニシ アテ ィ ブ 」 の 推進 
! @ 復興 教育 を テー マ と し た 新 部 会 の 創設 と 実効 性 の ある 取組 の 推進 



































いわ て の 復興 の 象徴 で あり 希望 あふ れる 未来 の 実現 に 向け た 活動 の 推進 
復興 の 象徴 と な る 取組 を 後押し する こと で 、 復 興 と その 先 の 希望 あふ れる 
人 CR 

北 誘致 に 向け た 県 民意 識 の 座り 上 げ 、 国内 合 補 地 ， 


路 な ど 、 受 入 体制 の 充実 
ナ た 県 民意 識 の 盛り 上 げ 、 募 金 活動 ・ 協 賛 活 重 


(2) 





















































i の 国際 リニア コラ イダ ー (I LC) の 
決定 後 の 研究 施 設 と その 周辺 環境 の 整 
の 2016 希望 卿 いわ て 国体 の 開催 に 向 

協力 や 関連 イベ ント 等 へ の 積極 的 な 参加 
「 いわ て 三陸 ジオ パー ク 認 定 に 向け た 県 民意 識 の 醸成 、 ジ オ パ ー ク に 関す る 周知 啓発 や 三 ! 
陸 復 興国 立 公園 の 指定 と 連動 し た 復興 ・ 地 域 お こし の 取組 ( 


































































































































































































2 具体 の 課題 解決 の た め の 各 部 会 の 活動 
各 作 業 部 会 は 、 い わ て の 復興 と 未来 すさ く り に 向け 、 緊 急 か つ 重 要 な 課題 に 対応 
圧 動 を 行い 、 具体 の 成果 を 出し て いく こと を 強く 意識 し て 


する た め の 目 に 見 える 活 
当該 成果 を ラウ ンド テー ブル 、 会 員 及 び 県 民 に フィ ー ド バッ ク す る 。 












































































































































































































































































































































































































































部 会 名 【 担 当 機関 】 平成 25 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 

東北 未来 創造 イニ シア テ | ・ 人 材 育成 道場 の 開設 及び 円 滑 な 運営 

ィ ブ 作業 部 会 

【岩手 银行 】 

産業 復興 作業 部 会 ・H24 策定 の アク ショ ンプ ラン の 推進 

【 岩 手 大 学 】 ・ 沿 岸 地域 の 企業 訪問 を 行い 、 支 援 内 容 に 関し 要望 調査 を 実施 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ の 連携 体制 の 構築 

医療 福祉 体制 作業 部 会 ・ 研 究 会 の 開催 (月 1 て 2 回 ) 

【 岩 手 県 立 大 学 】 ・ 講 演 会 ・ 研 修 会 の 開催 
・ 仮 設 住宅 及び 復興 公営 住宅 等 の 孤立 死 、 自 殺 の 防止 に 係る 取組 
体制 の 構築 

か け 橋 作業 部 会 ・ マ ッ チ ング の 促進 

岩手 県 】 ・ 復 興 関連 情報 の 発信 
・ 復 興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 

観光 作業 部 会 ・ILC 誘致 の 実現 

【 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 | ・ 花 巻 空 港 の 台湾 定期 便 就航 の 実現 

会 】 ・「 あ まち ゃ ん 」 を 利用 し た 観光 の 推進 

(仮称 ) 復興 教育 作業 部 会 | ・「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 」 の 推進 を 支援 























3 積極 的 な 情報 発信 
機構 の 活動 を 積極 的 に 発信 する こと で 、 活 動 の より 効果 的 な 展開 を 図る 。 


@ 会 員 団体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 [ 
② 機構 だ より の 充実 (年 4 回 の 発行 ) 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向け 情報 提供 (随時 ) | 

の 強化 
@ 機構 HP (岩手 の イイ モノ 紹介 な ど 概 ね 隔月 更新 ) に よる 、 一 般 向け の 情報 発信 の 強化 | 




































































































































































④ 会 員 、 構 成 団体 HP と の 相互 リン ク 等 に よる 、 露 出 の 拡大 





こら ここら ビー こも こそ っ に ここ やこ と こと に や こら ころ さっ 


相 スケ ジュ ー ル 















































































































































主 な スケ ジュ ー ル 概要 ( 案 ) 
〇 第 1 回 ラウ ンド テー ブル | ・25 年 度 の 活動 方 針 に つい て の 協議 
時 : 6/24( 月 )14 : 30 て 15 : 30 ・ 新 部 会 (復興 教育 ) の 設置 に つい て の 協議 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン NW ・ 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 進捗 状況 報告 
司会 : ( 岩 大 ) 岩渕 副 学 長 
O 総 会 ・ 交 流 会 ・24 年 度 実績 報告 、25 年 度 事業 計画 の 審議 
時 : (総会 )6/24( 月 )15 : 40 て 17 : 00 | ・ILC 誘致 に 係る 経過 報告 、 機 構 と し て の 決議 
(交流 会 ) 17 : 15~19 : 00 | ・ 講 演 





会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン NW 





























〇 第 2 回 ラウ ンド テー ブル | ・ 具 体 の 課題 (国体 ・T し LC・ ジ オ パ ー ク ・ も の づく り ビ ジョ ン 























時 : 10 月 下旬 な ど ) に 対す る ディ スカ ッ シ ョ ン 
会 場 : 岩手 大 学 ( 仮 ) ・ 活 動 内 容 の 確認 、 修 整 、 追 加 等 














司 会 : (県 中 村 部 ] 


癌 








〇 第 3 回 ラウ ンド テー ブル | ・ 活 動 内 容 の 確認 、 総 括 























時 : 1 月 下旬 ・ 次 年 度 の 活動 に 向け た 提言 
会 场 : 岩手 銀行 ( 條 ) 














司会 : ( 岩 銀 ) 斎藤 専務 








・ 岩 手 県 内 で 活動 する 組織 の 知恵 と 行動 力 を 結集 


・ 地 域 社 会 の 総合 


具体 的 に 実践 


活動 の 経緯 


いわ て 未来 づく り 機 構 の 推進 体制 に つい て 


現状 と 課題 


的 な 発展 に 向け オー ル 岩 手 で 取組 み 


Sab 

会 活動 を 主体 と し た 一 定 の 成果 
電 交 か ら の 容 興 に 向け た 役 
文 機構 の 位置 付け や 推進 体制 の 見 直し 


割 の 変化 


員 58 団 体 ) 


目指 す 方 


・ 機 構 の 役割 を 再 確認 し 、 内 外 
・ 各 団体 の 動き を 共有 化し 、 オ ー 





向 性 


に 発信 (共同 宣言 な ど ) 
ル 岩 手 の 取 組 を 誘導 


・ 各 部 会 の 方 向 性 を 明確 に し 、 軸 の ブレ な い 活 動 を 実践 








H19 


H20 


H21 


H22 


H24 


H25 





設立 準備 第 1 フェ ー ズ 


ee 








いわ て の 未来 を 考え る 新た な 仕組 みな づく り 
作業 部 会 に よる 具体 的 活動 











※ ラウ ンド テー ブル メン バー の 二 重 枠 囲い は 、 











作業 部 会 と 
主 な 成果 








人 


岩手 銀行 頭取 高橋 真 裕 


岩手 県 商工 
副 会 長 


会 議 所 連合 会 


谷村 邦久 


共同 代表 で ある こと 







開か れ た 復興 を 目指 し 新設 


3 年 間 の 活動 終了 
継続 


ws 第 2 る フェ ー ズ オール 岩手 に よる 震 災 復興 と 未来 づく り 

















観光 に よる 復興 推進 を 目指 し 新設 厩 光 振興 部 人 





大 船渡 商工 
米谷 


会 議 所 副 会 頭 


春夫 





岩手 大 学 
学長 藤井 克己 





岩手 県 立 大 学 
学長 _ 中 村 庆 久 


復興 教育 推進 を 目指 し 新設 【 仮 ) 復 興 教育 部 会 


2 EE NS A 


岩手 経済 同友 会 代表 幹事 


岩手 県 
知事 達 増 拓也 








専務 取締 役 斎藤 雅博 | 
































執行 役員 総合 企画 部 長 事務 局 次 長 
三浦 茂樹 | 猿 川 毅 

第 1 作業 部 会 (活動 終了 ) 観光 作業 部 会 

・GAP 導 入 セ ミナ ー(H21) ・ 講 演 会 開催 (H24) 








・ 農 商工 連携 セミ ナー(H22) 














東北 未来 創造 イニ シア ティ 
作業 部 会 
・H24 開 始 

















専務 理事 廣田 淳 | 





理事 岩渕 明 | 


副 学 長 ( 地 域 連携 担当 ) 
柴田 義孝 


政策 地域 部 長 中 村 一 郎 | 





































































































地域 連携 推進 セン ター 地域 連携 室長 政策 推進 室 調整 監 
副 セ ンタ ー 長 小野 寺 純 治 鈴木 清 也 平野 直 
第 4 作業 部 会 (活動 終了 ) 医療 福祉 体制 部 会 第 3 作業 部 会 (活動 終了 ) 
・ 人 材 シ ン ボ 開催 (H21) ・ 地 域 会 議 の 設立 (H20) ・ 買 うな ら 岩 手 の も の (H22) 
"高校 生 支 援 プロ グラ A(HH24) ・ バ イロ y ト ス 多 イ 実 施 (H24) ・ 黄 金 の 國 フ ェ ア 参 加 (H22) 
産業 復興 部 会 か け 橋 部 会 
・ 企 業 説明 見 学会 (H20) ・ か け 橋 PJ(H23~ て ) 
会 員 の 活動 HP 掲載 (H24) | ・ ク ー ル ジャ ハン 海外 展開 (H24) 
復興 教育 部 会 
・H25 開 始 


平成 25 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 
第 1 回 ラウ ンド テー ブル 資料 


部 会 実績 報告 及び 活動 計画 ( 案 ) 


東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 
産業 復興 作業 部 会 

医療 福祉 体制 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 

観光 作業 部 会 





いわ て 未来 づく り 機 構 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (25.6.24) 


テー マ : 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 運営 
座長 : 稲垣 秀 悦 担当 機関 : 帳 岩 手 銀行 








【 報 告 要旨 】 


東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 は 、 本 県 に お ける 東北 未来 創造 イニ シ 
アテ ィ ブ の 活動 の コア 事業 で も る 「 人 づく り 」「 街 づく り 」「 産 業 づ くり 」 に 
よる 被災 地 復 興 に 向け た 支援 事業 を 東京 リエ ゾン ・ オ フィ ス と 連携 し な が ら 進 
め る 方 針 で ある 。 























〇 今年 度 の 目標 は 、 実 践 行動 型 人 材 育成 道場 と し て 、 次 代 を 担う 地域 事業 家 の 
底上げ を 図る べく 「 経 営 未 来 塾 」、 地域 の ロー ル モ デ ル に な り 得 る 経営 者 を 対 





























象 と し た 「 エ グ ゼ クティ ブ ・ コ ー チ ング 」、「 自 立 ・ 起 業 塾 」 の 開設 と 運営 、 
お よび 答 石 ・ 大 船渡 地区 の 震 炎 復興 計画 の 具現 化 を 、 作 業 部 会 メン バー の 人 脈 、 
情報 を 駆使 し 経済 同友 会 か ら の 出向 者 と 協 働 し て 推進 する こと 。 
〇 出す べき 成果 は 、 実 践 行動 型 人 材 育 成道 場 「 経 営 未 来 塾 」 に お いて 情熱 と 志 、 
構想 力 、 行 動力 を 持つ 地域 の リー ダー を 育成 する と と も に 、 | 自立 ・ 起 業 塾 」 
を 開設 し 起業 家 を 育成 する こ と に より 地域 経済 の 活性 化 を 図る こと 。 

























































































1 . 活動 (開催 ) 実績 等 (前 回 25.2.9RT 以 降 の 活動 実績 ) 
平成 25 年 4 月 事務 局 を 費 岩 手 銀行 に 置き 、 体 制作 り に 着手 
作業 部 会 立 上 げ 準備 


平成 25 年 6 月 13 日 ( 木 ) 25 年 度 第 1 回 部 会 開催 


























2. 活動 (検討 ) 内 容 ( 主 な 活動 ・ 議 論 ) 


〇 事務 局 を 帆 岩 手 銀行 (地域 サポ ー ト 部 ) と し 、 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ 
の 本 県 に お ける 本 格 展開 の た め の 熊 勢 づ くり に 着手 。 









































〇 専 担 者 ( 由 岩 手 銀行 地域 サポ ー ト 部 所 属 ) を 釜石 市 に 配置 し 、 東 京 リ エゾ ン ・ 
オフ ィ ス や 自治 体 等 の 関係 機関 と 連携 し 、 実 践 行動 型 人 材 育成 道場 「 経 営 未 来 
塾 」 の 立 上 げ に 向け た 活動 を 開始 。 

〇 平成 25 年 4 月 に パイ ロッ ト 実 施さ れ た 気仙 沼 市 の 事例 を 参考 と し て 、 本 県 に 
お ける 実践 行動 型 人 材 育 成道 場 「 経 営 末 来 塾 」 の 運営 に 向け た 課題 等 に つい て 
検討 を 行っ た 。 

〇 釜石 市 、 大 船渡 市 、 大 棚 町 、 陸 前 高田 市 等 の 地域 関係 機関 と 実践 行動 型 人 材 
育成 道場 「 経 営 未来 塾 」 の 開設 に 向け 打合せ 実施 。 

〇 6 月 13 日 に 第 1 回 作業 部 会 を 開催 し 、 メ ン バ ー の 紹介 、 作 業 部 会 の 事業 内 容 、 
東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 活動 を 再 確認 。 実 践 行動 型 人 材 育成 道場 「 経 営 
未来 塾 」 の 運営 に 係る 今後 の スケ ジュ ー ル 確認 と 経済 同友 会 出向 者 か ら の 作業 
部 会 へ の 協力 要請 内 容 の 周知 。 



































































































































区 3. 平成 25 年度 の 活動 計画 

( 1 ) 今年 度 の 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
・ 実 践 行動 型 人 材 育 成道 場 [经 当 未 来 专 | の 開設 び 運 営 
・ 公 開 フ ォ ー ラ ム 開 催 準 備 

「 エ ク ゼ クティ ブ ・ コ ー チ ング 」 の 開催 

・「 自 立 ・ 起 業 塾 」 の 開設 

・ 岩 災 復興 計画 の 具現 化 

(2) 活動 計画 



















































































平成 25 年 7 月 上 旬 「 経 営 未 来 郭 」 塾生 公募 開始 

平成 25 年 8 月 25 日 「 経 営 末 来 享 」 開 誤 

・ 平 成 25 年 下期 公開 フォ ー ラ ム 開 催 

・ 平 成 25 年 下期 「 エ ェ エグゼ クティ ブ ・ コ ー チ ング 」 開催 
平成 25 年 下期 自立 ・ 起 業 塾 」 開 塾 

平成 26 年 2 月 経営 未来 塾 」 卒 塾 式 




















(3 ) 岩 災 復興 計画 の 具現 化 に つい て は 、 釜 石 市 、 大 船渡 市 と 協議 し 具体 的 な スケ 
ジュ ー ル を 確定 し て いく 。 











いわ て 未来 づく り 機 構 産業 復興 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (25.6.24) 


テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 





座長 : 井山 俊郎 担当 機関 : 岩手 大 学 





【 報 告 要旨 】 


人 平成 2 5 年 度 第 1 回 部 会 要旨 
平成 2 4 年 度 の 活動 実績 及び 平成 2 5 年 の 活動 計画 、 並 びに 活動 に 関す る 問題 点 
今後 の 対応 に つい て 意見 交換 し た 。 


出席 者 か ら 出 され た 主 な 問題 点 等 

・ 地 域 に よっ て は 、 有 効 求 人 倍率 が 1 倍 を 超え て いる も の の 、 が れき 処理 な ど 
の 事業 の 単価 が 高い た め 、 社 員 を 募集 し て も 集まら な い 。 ま た 、 市 外 か ら 来 
て も ら う に も 宿舎 が な い 。 

・ グ ルー プ 補 助 金 (3/4 補助 ) が 決ま っ て も 、 経 営 状 態 の 悪い 企業 は 金融 機関 
か ら 融 資 を 受け られ ず 、 自 己 資金 (1/4) を 用 意 で きず 倒産 する ケー ス が ある 。 

・ 補 助 金 を 受け て 開業 し て も 被災 前 と 同じ 事 を し て いる ( 十 & が な い ) 。 

・ 各 組織 に 所 属す る コー ディ ネー ター が バラ バラ に 動い て お り 、 企 業 訪問 が 重 
複 し 業務 の 支障 と な っ て いる ケー ス が ある 。 コー ディ ネー ター 問題 は 全体 を 
コン トロ ー ル する 組織 が 必要 。 早急 に 体制 を 構築 する 必要 が ある 。 

・ 被 災 地 で は 、 技 術 開発 や 製品 開発 する た め の ビ ジョ ン を 描け ず 被 災 前 と 同じ 
事 を し て いる も の づく り 企 業 が 多い と いう 現状 が あり 、 今後 、 被 災 地 の も の 
づく り 企 業 が 将来 に 希望 を 抱け る よう な ビジ ョ ン の 方 向 性 な ど を 、RT メ ン 
バー に 議論 し て も ら え れ ば 、 被 災 地 の 企業 に と っ て も 人 々 に と っ て も 励み に 
な る の で は な いか 。 


念 今年 度 、 産 業 復興 作業 部 会 と し て 目指 すべ き 目 標 、 出 すべ き 成 果 
【 目 指す べき 目標 】 
9 ショ ンプ ラン の 推進 
沿岸 被災 地域 の も の づく り 産 業 の 復旧 ・ 復 興 支 援 の た め 、 も の づく り 産 業 支 
援 に 係る アク ショ ンプ ラン を 推進 する 。 
※ [7 つの アク ショ ンプ ラン ]〕 
a) 沿岸 各地 域 に お ける も の づく り 企 業 の 被災 状況 、 市 町 村 と も の づく り 支 援 セ 
ンタ ー に よる 支援 内 容 、 今 後 の 支 援 に 対す る 要望 に 関す る 調査 

b) 各 組 織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支 援 内 容 の HP 公開 
c) 復興 事業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 
d) 補助 金 申請 支援 
e) 各地 域 の 市 町 村 や 各地 域 の も の づく り 産 業 支援 セン ター な どの 活動 支援 
f) 人 材 育 成 支援 





g) 技術 開発 支援 
② ア クシ ョ ンプ ラン 実施 に 関す る 情報 交換 
各 組 織 が 行う アク ショ ンプ ラン に 関す る 実施 情報 の 交換 を 通じ て 、 支 援 活動 
に お ける 間 題 点 と それ ら の 解決 策 を 審議 する 。 
(コー ディ ネー ター の 連携 体制 の 構築 
被災 地域 の 産業 復旧 ・ 復 興 支 援 に 重要 な 役割 を 果たし て いる 各 組 織 所 属 の コ 
ー デ ィ ネ ー タ ー の 個別 活動 の 問題 (重複 訪問 な ど ) を 解決 する た め 、 コ ー デ ィ ネ 
ー タ ー の 連携 体制 を 構築 する 。 


【 出 すべ き 成 果 】 
0 ソン 8 
沿岸 被災 地域 の も の づく り 産 業 に お ける 人 材 の 高度 化 、 技 術 レ ベル の 向上 が 


期待 で きる 。 
・ ア クシ ョ ンプ ラン に 対す る 各 組 織 の 実施 内 容 が ホー ムペ ー ジ で 一 覧 可能 と な 
り 、 被 災 企 業 に よる 容易 な 支援 情報 取得 が 期待 で きる 。 
・ 各 組織 の 将来 の 活動 や 計画 に 対し 、 治 岸 被災 地域 の 新た な 要望 の 反映 が 期待 
で きる 。 

② ア クシ ョ ンプ ラン 実施 に 関す る 情報 交換 
各 組 織 の 将来 の 活動 や 計画 に 対し 、 支 援 活 動 に お ける 問題 点 解 決 策 の 反映 が 期 
待 で きる 。 

③ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 連携 体制 の 構築 
コー ディ ネー ター の 連携 体制 の 構築 に より 、 各 コー ディ ネー ター の 所 有情 報 の 
共有 化 、 事案 に 対す る 適切 な 支援 活動 が 可能 と な り 、 効 率 的 な 支援 活動 が 期待 
で きる 。 








1. 活動 (開催 ) 実績 等 (前 回 25.2.9RT 以 降 の 活動 実績 ) 


平成 25 年 5 月 7 日 平成 25 年 度 第 1 回 部 会 開催 








8 2 活動 (検討) 内容 ( 主 な 活動 ・ 議 論 ) " 
平成 2 5 年 度 第 1 回 
(1) 平成 2 4 年 度 の 活動 実績 及び 平成 2 5 年 の 活動 計画 に つい て 
各 組 織 に お ける 平成 2 4 年 度 に 実施 し た 復興 支援 活動 及び 平成 2 5 年 度 に 実施 
予定 の 活動 計画 に つい て 意見 交換 し 、 以 下 の よ うな 問題 点 が 出さ れ た 。 
これ まで の 活動 に お いて 浮上 し た 主 な 問題 点 
・ 地 域 に よっ て は 、 有 効 求 人 倍率 が 1 倍 を 超え て いる も の の 、 が れき 処理 な ど 
の 事業 の 単価 が 高い た め 、 社 員 を 募集 し て も 集まら な い 。 ま た 、 市 外 か ら 来 
て も ら う に も 宿舎 が な い 。 
・ グ ルー プ 補 助 金 (3/4 補助 ) が 決ま っ て も 、 経 営 状 態 の 悪い 企業 は 金融 機関 
か ら 融 資 を 受け られ ず 、 自 己 資 金 (1/4) を 用 意 で きず 倒産 する ケー ス が ある 。 











・ 補 助 金 を 受け て 開業 し て も 被災 前 と 同じ 事 を し て いる ( 十 w が な い ) 。 
・ 各 組織 に 所 属す る コー ディ ネー ター が バラ バラ に 動い て お り 、 企 業 訪問 が 重 
複 し 業務 の 支障 と な っ て いる ケー ス が ある 。 


(2) 活動 に 関す る 問題 点 と 今後 の 対応 に つい て 

・ 被 災 地 で は 、 将 来 の ビジ ョ ン を 描け ず 被 災 前 と 同じ 事 を し て いる も の づく り 
企業 が 多い と いう 現状 か ら 、 今 後 、 被 災 地 の も の づく り 企 業 が 、 例 えば 、 技 
術 開 発 や 製品 開発 する 場合 の 目指 すべ き 方 向 に 関し て 、 将 来 に 希望 を 抱け る 
よう な も の づく り 産 業 の ビジ ョ ン を RT メン バー か ら 提 言 し て も ら え れ ば 、 
被災 地 の 企 業 に と っ て も 人 々 に と っ て も 励み に な る の で は な いか 。 

・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 問 題 は 全体 を コン トロ ー ル する 組織 が 必要 。 早 急 に 体制 を 
構築 する 必要 が ある 。 








3. 平成 25 年度 の 活動 計画 
(1) 今 年度 の 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
・ ア クシ ョ ンプ ラン の 推進 。 
・ ア クシ ョ ンプ ラン 実施 に 関す る 情報 交換 。 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 連携 体制 の 構築 。 
・ 沿 岸 被災 地域 の も の づく り 産 業 に お ける 人 材 の 高度 化 、 技 術 レ ベル の 向上 。 
・ 被災 企業 に よる 容易 な 支援 情報 取得 。 
・ 支援 活動 に お ける 問題 点 解 決 策 の 反映 。 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 所 有情 報 の 共有 化 、 事 案 に 対す る 適切 な 支援 活動 。 


(2) 活動 計画 
・ 作業 部 会 の アク ショ ンプ ラン を 引き 続き 推進 する 。 
・ も の づく り 産 業 の 支援 活動 で 明らか に な っ た 問題 点 に つい て 解決 策 を 審議 する 。 
・ 沿岸 地域 の 被災 企業 を 訪問 し 、 支 援 内 容 に 関し 要望 調査 を 行う 。 











いわ て 未来 づく り 機 構 医療 福祉 体制 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (25.6.24) 


ー マ : 医療 と 福祉 体制 の 整備 
見 守り を 核 と し た 被 炎 地 の 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり ー 
座長 : 小川 晃子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 








【 報 告 要 則 】 

釜石 市 鵜 住居 等 で モデ ル を 構築 し て きた 「ICT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 の 連携 に よ 
見 守り 」 に つい て 、 そ の 社会 技術 の 有効 性 を 取り まとめ る と と も に 、 有 岩手 県 ( 政 
地域 部 、 保 健 福 祉 部 、 県 土 整 備 部 、 復 興 局 等 ) 及び 沿岸 市 町 村 と 協 働 し て 、 仮 設 
生 宅 及び 災害 復興 公営 住宅 等 の 住民 の 孤立 死 ・ 自 殺 を 防ぎ 、 コ ミュ ニテ ィ を 再 構築 
- る た め の 実 践 的 取り 組み 体制 の 構築 を 目標 と し て 進め る 。 

プロ ジェ クト は 、 岩 手 県 立 大 学 と 日 本 遠隔 医療 学会 ・ 岩 手 医科 大 学 の 4 
携 し て 取り 組む 。 
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1. 活動 (開催 ) 実績 等 (前 回 25.2.9RT 以 降 の 活動 実績 ) 















































2 月 19 日 ・3 月 19 日 ・4 月 18 日 ・5 月 9 日 ・5 月 12 本 遠隔 医療 学会 、 岩 手 医科 大 
学 関係 者 と の 研究 会 
(2) 釜石 市 鵜 住 居 に お ける フィ ー ル ド ワ ー ク 
4 月 12 サポ ー ト セン ター に て 生活 支援 連絡 員 と の 情報 共有 シス テム 打ち 合わ せ 
(3) 安否 確認 情報 の 共有 化 に 関す る 打ち 合わ せ 
2 月 21 日 ・3 月 8 日 ・3 月 22 日 ・4 月 4 日 ・4 月 26 日 ・5 月 11 日 ・5 月 21 日 ・5 月 28 日 
釜石 市 仮設 団地 支援 連絡 員 と サポ ー ト セン ター の 情報 共有 シス テム に 関す る 帽 N エ エド コ 
モ 復 興 支援 チー ム と の 検討 会 
2 月 14 山 ピ ビー プル と の 交流 促進 シス テム 開発 検討 
(4) 講演 ・ 研 修 会 等 
2 月 16 本 遠隔 医療 学会 スプ リン グ カ ン フ ァ レ ンス 研究 発表 
「 仮 説 住宅 に お ける ICT を 活用 し た 見 守り と コミ ュ ニ ティ づく り の 効果 一 移 石 市 鵜 住居 ! 
ける 復興 支援 事例 か ら 」 小 川 晃子 (岩手 県 立 大 学 ) 、 鎌 田 博之 (盛岡 赤十字 病院 ) 、 長 谷川 高 
NN (群馬 大 ゴ 字 ) 
3 月 28 岩手 県 立 大 学 公開 講座 盛岡 地区 講座 「 震 災 復 興 支援 ICT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 周 
携 」 
5 月 21 岩手 県 議会 環境 福祉 委員 会 調査 で の 講話 「 被 炎 地 に お ける ICT を 活用 し た 医療 ・ 
福祉 連携 一 見 守り と コミ ュ ニ ティ 再 構築 」 
6 月 7 いわ て ICT フェ ア 2013 セミ ナー「 被 災 地 に お ける ICT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 
一 見 守り と コミ ュ ニ ティ 再 構 築 」 
(5) 記事 掲載 
6 月 6 DOGITAL GOVERNMENT (NTTDTA) 「 高齢 者 の 『 み まもり 』 に TICT を どう 活用 する か 」 
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2. 活動 (検討) 内 容 ( 主 な 活動 ・ 議 論 ) 
釜石 市 鵜 住居 等 の フィ ー ル ド で 、 仮 設 住宅 団地 に お ける サポ ー ト セン ター を 見 守り セン ター 
と し 、TICT (情報 通信 技術 ) を 活用 し た 複数 の シス テム を 住民 の 特性 に あわ せ て 使い 分 け 、 安否 
情報 を 一 元 的 に 運用 する こと で 異変 に 確実 に 気づく と と も に 、 生 活 支 援 を 行う た め の つ な が り 


が 形成 され る こと を 明らか に し た 。 
低 石 市 帽 住居 で の 取り 組み 






















































































コメ ッ ント 記 


み ま も り セ ンタ ー 生活 行動 セン サー 情報 


サポ ー ト セン ター お げん き 発 全 コリ ー ダ イヤ リル 
= (1 日 1 回 ) (着信 課金 ) 





ー 人 暮らし 
LA 


PLFA 
| お る 


受 府 请 让 


タブ レッ ト 和 医用 し 情報 共有 直接 話 が で きま す 



































ICT を 活用 し た 見 守り と し て は 、 家 庭 用 の 電話 機 を 利用 し 安価 で 普及 で きる 「 お げん き 発 信 」 
を 基盤 と し て 、 難 聴 や 認知 レベ ル が 低下 し た 方 に は 「 電 気 使用 に よる セン サー」 を 、 健 康 不安 
が ある 方 に は 岩手 医科 大 学 が 導入 し て いる 「 血 圧 測 定 伝送 シス テム 」 を 、 使 い 分 けた 。 

医療 的 見 守り と 福祉 的 見 守り を 連携 する こと で 受診 が 誘導 され る こと が 明らか に な っ た 。 ま 
た 、「 お げん き 発 信 」 の 「4. 話し た い 」 ボ タン を 活用 し て 買い 物 を 発注 する な ど 、 生 活 支援 
策 と の 連携 が 可能 で ある 。 

この フィ ー ル ド ワ ー ク を も と に 、 医療 ・ 福 祉 の 研究 者 で 議論 し て きた こと は 、 次 の 点 で ある 。 
① 見 守り セン ター 機能 の 整備 
② ICT を 活用 し た 異変 把握 方 法 の 使い 分 け と 一 元 化 に つい て 
③ 見 守り か ら コ ミュ ニテ ィ づ くり へ の 仕組 み づ く り 
④ 見 守り に お ける 医療 ・ 福 祉 の 連携 策 
⑤ 見 守り 側 の 情報 共有 方 策 
⑥ 生活 支援 型 サ ービス の 開発 と 連携 
⑦ 政策 提言 内 容 の 検討 
⑧ 普及 方 策 の 検討 






























































































































































3. 平成 25 年 度 四 活动 计 画 


(1) 今年 度 の 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
① フィ ー ル ド で 検証 し た 医療 ・ 福 祉 連携 に よる 見 守り を 核 と し た 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ く 


























り の 有効 性 を まとめ る 
@ 岩手 県 (政策 地域 部 、 保 健 福祉 部 、 県 土 整備 部 、 復 興 局 等 ) に 政策 提言 を する 
③ 岩手 県 及び 沿岸 市 町 村 と 岩手 県 立 大 学 が 協 働 し この 社会 技術 を 普及 する た め の 体 制 を 提言 
④ 仮設 住宅 及び 災害 復興 公営 住宅 等 の 住民 の 孤立 死 ・ 自 殺 を 防ぐ こと に まず は 焦点 を あて た 実 


践 的 取り 組み 体制 の 構築 する 



















































































(2) 活動 計画 
① 研究 会 の 開催 (月 1・2 回 ) 
② 岩手 県 関係 部 署 へ の 説明 ・ 打 ち 合 わせ (5 て 6 月 ) 
③ 沿岸 市 町 村 へ の 説明 ・ 打 ち 合 わせ (6 て 7 月 ) 
④ 岩手 県 立 大 学 地域 政策 研究 セン ター に お ける 地域 協 働 型 研究 プロ ジェ クト 等 の 外部 資金 の 
⑤ 












































獲得 と 研究 体制 の 構築 (8 て 3 月 ) 
講演 会 ・ 研 修 会 の 開催 ( 秋 以 降 ) 



































いわ て 未来 づく り 機 構 か け 橋 作業 部 会 
の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (25.6.24) 


テー マ : いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 推進 
座長 : 平野 直 担当 機関 : 岩手 県 








【 報 告 要 則 】 
平成 25 年 度 は プロ ジェ クト の 実施 体制 を 強化 し 、 ボ ラン ティ ア ・ 支 援 団体 等 の 減 
少 に 伴う 復興 支援 体制 の 変化 や 震 災 復興 に 対す る 関心 の 低下 な どの 社会 環境 等 の 変 
化 を 踏ま えな が ら 、 次 の 取組 み を 進め る 。 
① 復興 支援 の マッ チン グ (地元 の 支援 ニー ズ や 県 内 外 か ら の 支援 提案 の 把握 と 
マッ チン グ の 促進 ) 
② 復興 関連 情報 の 発信 (県 内 外 か ら の 支援 実績 や 復興 の 進捗 状況 、 支 援 団体 等 


の 活動 状況 等 ) 
③ 復興 支援 ネ ャ ットワーク の 強化 (県 内 外 の 団体 や 企業 と の 連携 体制 の 構築 や 団 
体 間 の コー ディ ネー ト 等 ) 
また 、 事 業 の 実施 に は 機構 会 員 の 協力 が 不可 欠 で あり 、 次 の 取組 み を 積極 的 に 
し て いた だ きた いこ と 
・ 復 興 支 援 の マッ チン グ に 関す る 情報 提供 
・ 会員 が 行う 復興 支援 事業 や 復興 関連 イベ ント 、 マ ッ チ ング 実績 等 の 情報 発信 








1. 活動 (開催) 実績 等 (前 回 25.2.9RT 以 降 の 活動 実績 ) 





















































平成 25 年 度 体制 スタ ー ト : ・ 作業 部 会 事務 局 を 岩手 県 立 大 学 か ら 岩 手 県 (政策 地域 部 ) | 
平成 25 年 4 月 1 に 移管 。 サ テラ イト 設置 及び コー ディ ネー ター 配置 等 を 公 









































益 社団 法人 助け あい ジャ パン に 委託 。 











サテ ライ ト 開 設 : 






















































































平成 25 年 4 月 17 ・ 陸前 高田 サテ ライ ト 

平成 25 年 4 月 26 ・ 金石 サテ ライ ト 

平成 25 年 4 月 27 ・ 成 岡 事務 所 

平成 25 年 5 月 1 ・ 人 久慈 サテ ライ ト 、 宮 古 サ テラ イト 












































平成 25 年 度 第 1 回 作業 部 会 
平成 25 年 5 月 29 ・ プロ ジェ クト の 取り 組み 内 容 に つい て 
作業 部 会 の 役割 に つい て 

























































































(通年 実施 ) ・ 被災 地 の 復 興 支援 ニー ズ と 県 内 外 の 支援 者 と を マッ チン 
グ す る 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 を 実施 

















(1) 平成 24 年 度 の 活動 実績 
平成 23 年 度 の 取り 組み を 継続 する こと を 基本 と し て 、 次 の 取り 組み を 行う こと で 「 い わ て 




















三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 輪 を さら に 広げ て いく こと を 目指 し て 活動 を 行っ た 。 



























































① ネッ トワ ー ク を 強化 し 、 文 援 ニ ー ズ の 掘り 起こ し と 、 よ り 上 流 工程 で の 支援 を 目指 す 。 
② 人 材 育 成 に つなが る ワー クシ ョ ッ プ を 治 岸 部 の 団体 等 と 連携 し て 開催 する ) 
③ 復興 に 向け た 地域 づく り の 動き を 横 展 開 で きる よう に 支援 する 
























































(2) いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プ ロジ ェクト 
平成 24 年 度 の マッ チン ダグ 実績 等 は 以下 の と お り 。 































































































マッ チン グ 実 績 (平成 23 年 12 月 ~) (平成 25 年 5 月 30 日 現在 ) 
提案 件 数 提案 件 数 マッ チン グ 件 数 受入 先 等 
企画 提案 型 11 3 11 
ニー ズ 型 (要請 ) 75 38 54 
ニー ズ 型 (支援 提案 ) 70 42 77 
その 他 2 一 四 
计 158 83 142 
※ 受入 件 数 マッ チン グ し た 案件 に は 複数 の 受入 と な る 場合 が あり 、 そ の 受入 先 を 集計 し た も の 。 





(3) 平成 25 年 度 第 1 回 作業 部 会 

【 議 題 】 

・ 平 成 25 年 度 の か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 み に つ いて 

体制 強化 が 図ら れ た か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 み に つ いて 意見 交換 

・ 作 業 部 会 の 役割 に つい て 
平成 24 年 度 ま で の 取組 み を 踏ま え 、 平成 25 年 度 は さら に プロ ジェ クト の 実行 に 
を 置い た 取組 み を 進め る こと と し て お り 、 作 業 部 会 の 役割 も 大 きく 変わ る こと か ら 、 作 
業 部 会 の あり 方 や 役割 に つい て 意見 交換 












































点 


IE 


























(4) 実施 体制 の 強化 

























































































作業 部 会 事務 局 を 岩手 県 立 大 学 か ら 岩 手 県 (政策 地域 部 ) に 移管 し て 県 庁 各部 局 と の 連 
観 を 強化 する と と も に 、 サ テラ イト 設置 及び コー ディ ネー ター 配置 等 を 公益 社団 法人 助け 
あい ジャ パン に 委託 。 

名 称 人 数 声 所 

5 陸前 高田 市 高田 町 字 大 隅 93-1 
陸 机 高田 サテ ライ は (一 般 社団 法人 SAVE TAKATA 事務 室内 ) 
> = 釜石 市 平田 第 3 地 割 75-1 
おら で マイド の (岩手 大 学 三陸 復興 推進 機構 釜石 サテ ライ ト 内 ) 

本 岩手 県 宮古 市 五 月 町 1 丁目 20 
に kc “人 (岩手 県 宮古 地区 合同 庁舎 内 ) 

5 岩手 県 久慈 市 人 日 町 1 丁目 1 
gc 仙人 (岩手 県 久慈 地区 合同 庁舎 内 ) 
盛岡 事務 所 3 人 | 盛岡 市 本 宮 5 丁目 10 し え あ ハー ト 村 115 棟 C 
































3. 平成 25 年 度 の 活動 計画 ・ 方 向 性 ーー 
(1) 今年 度 の 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
ボラ ンティア ・ 支 援 団体 等 の 減少 に 伴う 復興 支援 体制 の 変化 や 震 災 復興 に 対す る 関心 の 低 


下 、 支 援 意 思 の ある 企業 等 に 対す る アプ ロー チチ 不足 な どの 社会 環境 等 の 変化 を 踏ま を ながら 、 


































































































次 の 取組 み を 進め る 。 
① 復興 支援 の マッ チン グ (地元 の 支援 ニー ズ や 県 内 外 か ら の 支援 提案 の 把握 と マッ チン 
グ の 促進 ) 
② 復興 関連 情報 の 発信 (県 内 外 か ら の 支援 実績 や 復興 の 進捗 状況 、 支 援 団 体 等 の 活動 状 
況 等 ) 
③ 復興 支援 ネ ャ ットワーク の 強化 (県 内 外 の 団体 や 企業 と の 連携 体制 の 構築 や 団体 間 の コ 












































ー デ ィ ネ ー ト 等) 


(2) 会 員 へ の 協力 依頼 事項 
① 復興 支援 の マッ チン グ に 関す る 情報 提供 
ー 会 員 に 寄せ られ た 復興 支援 の 要望 や 要請 等 (ニー ズ ) の うち 、 会 員 で の 対応 が 難し 
い 案 件 
っ 会 員 に 寄せ られ た 支援 提案 の 5 ち 、 会 員 で の 対応 が 難し い 案 件 
会 員 が 行う 復興 関連 イベ ント 、 会 員 が 関与 し た 復 興 支援 マッ チン グ 実 績 等 に つい て の 






























































































































































本 事業 で 配置 し て いる サテ ライ ト の コー ディ ネー ター へ の 取材 等 へ の 対応 
会 員 が 行う 復興 支援 事業 等 の 本 ポー タル サイ ト へ の 掲載 
会 員 ホ ー ム ペー ジ で の 本 事業 の 紹介 や リン ク の 設定 

な お 、 企 画 委員 会 構成 会 員 及び 復興 支援 を 事業 と し て 実施 し て いる 会 員 に つい て は 、 復 興 
支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 活用 し た 積極 的 な 情報 発信 を お 願い す 
る 。 













































































いわ て 未来 づく り 機 構 観光 作業 部 会 
の 活動 報告 ・ 活 動 計画 (25.6.24) 


テー マ : 岩手 県 の 観光 の 推進 に つい て 
座長 : 廣 田 淳 担当 機関 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 








【 報 告 要旨 】 

平成 24 年 度 は 、 岩 手 県 の 観光 を 推進 する うえ で の 課題 と し て 6 つの 項目 を 検討 

し た 。 
コン ベン ショ ン 誘 致 活 動 と 復興 支援 

② ポス ト DC を 見 据え た 観光 振興 

③ 観光 マネ ー ジ メン トカ の 強化 に よる 地域 資源 の 発掘 と 育成 

④ 情報 発信 カ の 強化 

⑤ 県 北 観光 の 振興 

⑥ 国際 観光 の 推進 
(1) 国際 リニア コラ イダ ー 計 画 等 の 誘致 活動 
(2) 花巻 空港 の 国際 便 就航 

平成 25 年 度 は 各 団 体 が 積極 的 に 連携 を 取り な が ら 、24 年 度 に 引き 続き 、 次 の 4 

項目 に 取り 組ん で いる 。 

① 国際 リニア コラ イダ ー 計 画 (ILC) の 誘致 活動 
4 月 10 日 15 日 に ジュ ネー ブ : CERN を 視察 。 上野 副 知事 を は じ め 総 
勢 35 名 が 参加 し 、 東 北 の ア ビ ピール や 国際 学術 研究 都市 形成 に 向け た 受け 入 
れ 体 制 の 整備 に つい て 調査 ・ 研 究 を 実施 し た 。 ま た 、 幕 張 イ ンタ ー ナ ショ ナ 
ルス クー ル の 視察 や 岩手 県 、 東 北 ILC 推進 協議 会 と 連携 し 、 多 く の 講 演 会 
決起 大 会 、 要 望 活動 に 取り 組ん だ 。 研究 者 の 立地 評価 会 議 に お いて 、 本 年 7 
月 末 頃 まで に 国内 候補 地 を 一 本 化す る と の こと で あり 、 全 力 で 誘致 に 取り 組 
む 。 
コン ベン ショ ン 活 動 
5 月 23 日 て 24 日 に 岩手 経済 同友 会 が 「 全 国 経済 同友 会 セミ ナー」 を 開催 。 
岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 は 、7 月 4 日 て 6 日 に 「 全 国 商工 会 議 所 観光 振興 大 
会 いわ て 大 会 2013」~ 復 興 を 推進 する 交流 観光 て を テー マ と し て 開催 する ベ 
く 準 備 を 進め て いる 。 
花巻 空港 の 国際 便 就航 
4 月 21 日 て 25 日 に 実施 され た 台湾 へ の 達 増 岩手 県 知事 の トッ プ セ ー ル ス に 
商工 会 議 所 役員 も 民間 の 立場 か ら 参 加 し 、 台 北 と の 定期 便 就 航 の 実現 に 取り 
組ん だ 。 今後 も 、 実 現に 向け た 活動 に 積極 的 に 参加 する 。 

④ 県 北 観光 の 推進 
“あま ちゃ ん "を 最大 の チャ ンス と 捉え 、 継 続 的 な 観光 の 推進 に 取り 組む 。 





i ai na 
平成 25 年 2 月 9 日 ラウ ンド テー ブル 以降 の 部 会 開催 は な し 。 


2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 


(1) 今年 度 の 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
①TI LC 計画 の 誘 

研究 者 か ら は 、 本 年 7 月 末 頃 まで に 国内 候補 地 を 一 本 化す る と の こと で あり 、 
岩手 県 、 東 北 ILC 推進 協議 会 と 連携 し て 、 全 力 で 取り 組む 。 
② コ ン ベ ン ショ ン 活 動 に お いて は 、 予 定 さ れ て いる 大 規模 コン ベン ショ ン に お 
いて 、 再 び 、 岩 手 を 訪れ て も ら え る よう 工夫 を 凝ら し て 開催 する 。 
③ 花 巻 空港 の 国際 便 就 航 は 、 台 湾 と の 定期 便 就航 実現 に 向け て 取り 組む 。 
④⑳ 県 北 観 光 の 推進 に つい て は 、“ あ まち ゃ ん "を 最大 の チャ ンス と 捉え 、 み や げ 
品 開発 等 継続 的 な 観光 の 推進 に 取り 組む 。 

(2) 活動 計画 
①I LC 計画 の 誘致 

英語 版 リ ー フ レッ ト 、DVD を 制作 し 、 動 画 ウ ェ ブ を 活用 し て 、 世 界 へ の 情 
報 発信 に 取り 組む 。6 月 29 日 に は 、 公 開講 演 会 (県 民 集 会 ) を 開催 する ほか 、 
高等 学校 で の 講演 会 や 児童 生徒 を 対象 と し て 「ILC 特別 授業 」 を 6 月 下旬 か ら 7 
月 上 旬 に 開催 する 。 
② コ ン ベ ン ショ ン 活 動 

ニニ つの 大 規模 コン ベン ショ ン の 開催 状況 を 検証 し て 、 新 た な コン ベン ショ ン 
誘致 の あり 方 な ど を 意見 交換 する 。 
③ 花 巻 空港 の 国際 便 就 航 

4 月 21 日 ~25 日 に 実施 され た 台湾 へ の 達 増 岩手 県 知事 の トッ プ セ ー ル ス に 商 
エ 会 議 所 も 民間 の 立場 か ら 参 加 し 、 台 北 と の 定期 便 就航 の 実現 に 取り 組ん だ 。 
今後 も 、 実 現に 向け た 活動 に 積極 的 に 参加 する 。 
④ 県 北 観光 の 推進 

NHK 朝 の 連続 TV 小説 "あま ちゃ ん "は 、 大 変 な 人 気 を 博 し て お り 、 こ れ 
を チャ ンス と 捉え 、 市 内 中 心 部 商店 街 と の 連携 、 み や げ 品 の 開発 な ど に 取り 組 
ん で いる こと か ら 、 県 北 へ の 復興 バス ツア ー な ど 積 極 的 に 支援 する 。 

平成 25 年 度 の 作業 部 会 は 、 各 団体 が 積極 的 に 連携 を 取り な が ら 、 行 動 を 展開 
する 。 全国 商工 会 議 所 観光 振興 大 会 開催 後に 、 年 2 回 程度 の 部 会 を 開催 し 、 取 
り 組 み 状況 等 を 確認 する 。 
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目的 ・ 方 針 
本 作業 部 会 の 活動 の 目的 、 方 針 を 決め る に あたり 、 以 下 の 前 提 を 作業 部 会 メン バー 間 で 共 
通 認識 を 持っ た 。 
・ 本 作業 部 会 は 「 安 全 ・ 安 心して 暮らせ る 岩手 を 築く た め に 、 課 題 を 整理 し 、 長 期 ス パン 
で 検討 」 し 、 実 践 する た め の 組 織 で あり 、 和 審議 機関 で は な い 。 
・ 人 材 育成 は 未来 づく り 機 構 (以下 「 機 構 」 と いう 。) 所 属 機関 等 に お いて 既に 行わ れ て 
いる と ころ で は ある が 、 広 く 見 直す こと で 、 共 通 の 課題 を 見 出す 。 
・ 作 業 部 会 ある い は 機構 の 枠組 み の 中 で 組織 が 結び つく こと で 、 新 た な 人 材 育 成 の 取り 組 
み が 期 待 さ れる 。 
・ 人 材 育 成 は 、 短 期 的 に その 成果 が 発生 する も の で は な く 、 長 期 的 な 視点 に 立っ て 行っ て 
いく 性 格 の も の で ある 。 
・「 地 域 力 を 支え る 人 材 」 に つい て 、 本 作業 部 会 で は 、 単 に 「 地 域 を 支え る 人 」 と いう 理 
解 と する 。 
・ 地 域 力 を 支え る 人 材 育成 を 、 現 場 (企業 等 ) で どう 理解 し 、 行 われ て いる か 、 そ の 実体 
を アン ケー ト 調 査 に よっ て 把握 する 。 


そこ で 、 本 作業 部 会 で は 、 平 成 2 0 年 度 に 機構 所 属 機関 に アン ケー ト 調 査 の 実施 と 結果 の 
分 析 を 行っ た 。 調 査 項目 、 対 象 及び 結果 等 は 以下 の と お り で ある 。 
項 目 :① 会 社 、 機 関 、 団 体 等 の 概要 に つい て 
② 従 業 員 (職員 ) に 採用 に つい て 
③ 人 材 育 成 に つい て 
④ 地 域 へ の 貢献 に つい て 
⑤「 岩 手 県 人 らし さ 」 等 に つい て 
調査 対象 : 機構 会 員 
調査 方 法 : ① 調 査 年 月 日 平成 22 年 2 月 
② 配 布 数 : 100 社 (県 下 全域 、 各 業種 ) 
③ 回 収 数 38 社 (回 収 率 3896) 
結果 概要 
① 採 用 で の 学歴 は 、「 学 歴 関 係 な し 」 と 「 大 学卒 以上 」 が ほぼ 同率 で 40% 程 度 で あり 、 
就職 希望 者 に 日 常 業務 で 必要 な 資質 ・ 能 力 は 、「 コ ミュ ニケ ーション 能力 459%% と 一 般 
知識 ・ 常 識 409%%6」 で ある 。 
② 就 職 希 望 者 に 期待 する 性 格 は 、「 積 極性 509%%@」「 責 任 感 459%6」「 協 調 性 429%%6」 で あっ 
た 
③ 人 材 の 確保 で は 「 非 常に 満足 (5%) 」、「 あ る 程度 満足 (58%) 」 で あり 、「 確 保 で き 
て いな い 」 が 379%% で ある 。 な お 、 確保 で き て いな く て も 「 問 題 が 起き て いな い 」 が 11 
9%%、「 採 用 後に 人 材 育 成 を し て いる 」 が 59% あ り 、「 問 題 が 生じ て いる 」 は 119% で あ 
る 。 
④ 従 業 員 の 能力 開発 ・ 人 材 育成 は 、559%% が 「 積 極 的 に 」 行 い 、「 普 通 に 行っ て いる 」 と 


する も の 429% を 加え る と 979% に 達する 。 

⑤ 知 識 、 技 能 向 上 対策 の 主 な も の は 「 内 部 で 上 司 が 日 常 業 務 で 指導 」799%%、「 外 部 の 研 
修 会 や 視察 研修 に 参加 」749%、「 資 格 を 取得 し た 者 に 手当 を 支給 」5396% で ある 。 

⑥ 職 務 能 力 向 上 対策 と し て は 、「 配 置 転換 」47%%、「 プ ロジ ェクト へ の 参加 」329%%、「 
抜 握 」329% で ある 。 

⑦ 地 域 の イベ ント や 地域 づく り へ の 参加 は 、「 人 材 と 資金 の 提供 」、「 知 識 や 情報 、 ノ 
ウ ハ ウ 等 の 提供 」 と いっ た 方 法 で それ ぞ れ 3 割 強 が 参 加 し 、 地 域 発展 の た め の 社 会 貢 
献 に つい て は 、「 知 識 や 情報 、 ノ ウ ハ ウ 等 の 提供 」 が 409%% で 最も 多く 、 次 いで 「 地 域 
の 仕事 の 受託 」269% で ある 。 

⑧ 地 域 力 向 上 対策 と し て は 、「 地 域 生 活 や 地域 経済 に 貢献 」、「 自 ら 経 済 ・ 収 益 力 の 向 
上 」、「 地 域 づ くり を 協 働 し て 行う 」、「 連 携 し て 経済 ・ 収 益 カ の 向上 」 を 4<5 割 
が あげ て いる 。 

⑨ 地 域 力 向上 で の 必要 な 分 野 と し て は 、「 農 林 漁 業 」 が 849% で 極め て 多く 、 次 いで 「 飲 
食 店 ・ 宿 泊 業 」4296%、「 製 鉄 ・ 非 金 ・ 金 属 」409%、「 電 気 情報 ・ 精 密 機械 」409% で あ 
る 。 

⑪⑲ 採 用 で は 岩手 県 出身 者 を 40% が 「 重 視 す る 」、559%% は 「 関 係 無 し 」 で ある が 、 岩 手 県 
人 らし さと は あま り 関 係 が み ら れ な い 。 

課 題 : 概 要 は 把握 で きた も の の 、 調 査 数 が 少な く 、 詳 細 な 分 析 は 不可 能 で ある 。 


アン ケー ト 結 果 を 踏ま え 、 平 成 2 1 年度 か ら は 以下 の 方 針 で 活動 を 行う こと と し た 。 

・ 活動 方 針 を 明確 化す る た め 、 中 ・ 長 期 的 な 取組 に 加え 、 短 期 的 な 取組 を 行う こと と する 。 

・ 中 ・ 長 期 的 な 取組 と し て 、 県 内 の 地域 力 向上 の た め の 人 材 育 成 プ ログ ラム を 調査 し 、 情 報 
を 公開 し て プロ グラ ム 間 の ネッ トワ ー ク 化 を 図る 。 

・ 短期 的 な 取組 と し て 、 プ レア ン ケ ー ト で 地域 力 を 高め る 上 で 期待 度 の 高かっ た 農林 水産 分 
野 を 重点 的 に フォ ロー する 。 


し か し 、 東 日 本 大 震 災 に より 、 機 構 の 活動 方 針 が 「 震 災 か ら の 復興 」 に 切り 替わっ た こと を 
受け 、 本 作業 部 会 で も 平成 2 4 年 度 か ら は 上 記 方 針 に 加え 、「 復 興 に 向け た 人 材 育成 」 に 向け 
た 活動 を 行っ た 。 具体 的 に は 、 こ れ ま で の 活動 に 「 岩 災 復 興 」 の 視点 を 加え て 活動 を 継続 す 
る と 共に 、 機 構 会 員 や いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム と 連携 し た 復興 に 向け た 人 材 育成 に 取 
り 組む こと と し た 。 


2 検討 内 容 と 実践 
ここ で は 、 本 作業 部 会 が 活動 を 行っ た 平成 2 0 年 度 か ら 平 成 2 4 年 度 の 間 で どの よう な 検 
討 を し た の か 、 ま た 、 検 討 結果 に 基づき 実施 し た 事業 等 に つい て 、 以 下 の と お り 報 告 する 。 


(1) 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス 
平成 2 0 年度 に 行っ た 人 材 育 成 に 関す る アン ケー ト を 踏ま え 、 平 成 2 1 年 度 に は 各 組 織 
が 行う 人 材 育 成 プ ログ ラム に 関す る アン ケー ト 調 査 の 実施 及び 回 答 で 得 ら れ た 人 材 育 成 プ 
ログ ラム の デー タベース 化 に つい て 検討 し た 。 こ の 人 材 育成 プロ グラ ム の デー タベース 化 
は 、 本 作業 部 会 の 中 ・ 長 期 的 活動 と 位置 付け 、 人 材 育成 デー タベース を 構築 し 、 イ ンタ ー 
ネッ ト 上 に 公開 し た (別紙 1)。 
また 、 ア ン ケ ー ト 結果 の 報告 と 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育 成 」 に つい て 広く 市 民 と と も に 
考え る た め に 、 平成 2 2 年 3 月 に シン ポジ ウム を 開催 し た (別紙 2)。 シンポジウム で は D 
AB アグ リ 研 究 所 所 長 ・ 岩 手 大 学名 誉 教授 の 木村 伸 男 氏 に よる 基調 講演 、 本 作業 部 会 座長 
の 後藤 より 人 材 育成 アン ケー ト 結 果 の 報告 と 人 材 育成 デー タベース の 説明 、 ま た 、「 地 域 力 
を 支え る 人 材 育成 と は 」 と 題し て 、 紫 波 町 経営 支援 部 企画 課 共同 支援 室 主 事 の 高橋 哲也 氏 、 
ー 関 工業 高等 専門 学校 教授 の 明石 尚之 氏 、 和 同 産業 株 式 会 社 執行 役員 環境 事業 部 部 長 の 林 
俊 春 氏 、 株 式 会 社 物 兵 衛 代表 取締 役 の 畠山 さゆ り 氏 を むか えて の パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
を 行い 、 自 治 体 、 企 業 、N PO か ら 約 100 名 が 参加 し た 。 
平成 2 2 年度 に は 、 デ ー タ ベー ス の 機能 強化 を 図る た め 、 8 月 に 以下 の 機能 を 追加 し た 。 
・「 医 療 」 分 野 を 「 医 療 ・ 福 祉 」 分 野 に 変更 
・「 起 業 ・ 経 営 」 分 野 、「 教 育 ・ 学 術 」 分 野 、「 教 養 ・ 文 化 」 分野 を 追加 
・ 開催 月 、 開 催 場 所 に よる 検索 を 追加 
・ 新着 情報 ・ ト ピッ クス 欄 に ファ イル 添 付 機能 を 追加 
また 、 こ の シス テム 更新 に 合わ せ て 、 未 来 づ くり 機構 会 員 、 県 内 自治 体 、JA、 森 林 組 
合 、NPO 法 人 等 に 人 材 育成 プロ グラ ム の 実施 状況 等 の 調査 を 行い 、 そ の 結果 を 基 に 人 材 
育成 デー タベース シス テム へ の 新規 デー タ の 登録 を 行っ た 。 
平成 22 年 12 月 の 本 デー タベース に 登録 済み の 人 材 育 成 プ ログ ラム 数 (内 部 研修 を 含 
む ) は 平成 2 1 年度 分 が 3 9 2 件 、 平 成 2 2 年 度 分 が 5 6 2 件 の 計 9 5 4 件 で あっ た 。 
平成 2 3 年 度 に は アン ケー ト 調 査 を 7 月 に 実施 し (対象 : 機構 会 員 、 県 内 の 地方 自治 体 ・ 
商工 会 議 所 ・ 農 協 ・ 漁 協 ・ 森 林 組 合 ・N PO 団体 、 計 4 8 0 機関 ・ 団 体 ) 、 1 0 月 に は 過去 
に ご 回 答 い た だ いた 機関 に 対し 、I D 等 を 付与 し 、 各 機関 で 本 デー タベース に 、 直 接 、 研 
修 等 の 情報 を 登録 で きる よう に デー タベース の 更新 を 行っ た 。 そ の 結果 、 平 成 2 4 年 2 月 
時 点 で 、 今 年 度 実施 の 外部 向け 研修 等 が 2 4 7 件 、 内 部 向け 研修 等 が 1 1 9 件 、 計 366 
件 の 人 材 育成 プロ グラ ム が 登録 され た 。 
また 、 デ ー タ ベー ス に 宇 災 復興 に 関係 し た 人 材 育成 プロ グラ ム を 、 通 常 の 分 類 と は 別に 
検索 で きる 機能 を 追加 し 、 震 災 復 興 関連 プロ グラ ム と し て 外部 向け 1 2 件 、 内 部 向け 2 件 
が 登録 され た 。 
平成 2 4 年 度 は 7 月 に 関係 機関 の 協力 を 得 て 、 プ ログ ラム 情報 の 更新 を 行い 、280 件 


(平成 2 5 年 1 月 現在 、 う ち 内 部 研修 5 1 件 ) の プロ グラ ム が 登録 され 、 う ち 9 件 が 震 災 
復興 関連 プロ グラ ム で あっ た 。 平成 2 4 年 1 月 か ら 1 2 月 の デー タベース 訪問 者 数 は 1 ， 
0 4 1 (うち 国内 は 1. 025) で 、 そ の 7 割 は 新規 訪問 者 と な っ て お り 、 震 災 を 契機 に 
本 デー タベース の 活用 が 進ん だ も の と 考え て いる 。 


(2) 地方 自治 体 と 共同 で の 人 材 育 成 プ ログ ラム の 実施 

平成 2 0 年 度 に 県 内 企業 1 0 0 社 に 行っ た 人 材 育成 に 関す る アン ケー ト に お いて 、 農 林 
漁業 が 地域 力 向上 に 必要 な 分 野 と いう 結果 が 出 た こと か ら 、 久 慈 市 、 八 幡 平 市 に お ける 人 
材 育 成 プ ログ ラム の 実施 を 計画 し た 。 

久慈 市 で は 、 市 の 担当 者 等 と の 協議 の 結果 、 ミ ドル リー ダー 育成 を 目的 に 、 市 内 企業 の 
中 堅 職員 が 情報 交換 等 を する 場 を 提供 する 「Kuji Caf e」 を 実施 する こと と な り 、 
先行 事例 の 紹介 と し て 、 盛 岡市 、 岩 手 大 学 地域 連携 推進 セン ター の 協力 に より 「 イ ン テ レ 
クチ ャ ルカ フェ と は ? - MIU Caf e に 学ぶ 異 分 野 交流 - 」 と 題し て 、 普段 、 盛 岡市 産 
学 官 連携 研究 セン ター (コラ ボ M I U) で 行わ れ て いる 「MIU Cafe」 を 平成 22 年 
6 月 2 8 日 に アイ ー ナ で 実施 し た (別紙 3) 。 地 方 自治 体 や 本 機構 か ら 4 0 名 ほど が 参加 
し 、 海 外 や 日 本 国内 の イン テレ クチ ャ ルカ フェ の 取り 組み や MIU Ca fe 運営 に 関す る 
ノウ ハウ 等 を 学ん だ 。 その 後 、 平 成 2 3 年 3 月 に TPP や FTA を テー マ に Kuji Ca 
f e を 開催 する 予定 で あっ た が 、 震 災 の た め 中止 と な っ た 。 

平成 2 3 年 度 は 東日本 大 岩 災 の た め 中 止 と な つっ た 、Kuji Cafe を 、 平 成 23 年 1 
1 月 2 8 日 に 久慈 グラ ンド ホテ ル で 実施 し た (別紙 4 ) 。 約 3 0 名 が 参加 し 、「 再 生 可 能 エ 
ネル ギー に 着目 し た 久慈 地域 の 未 利用 資源 の 可能 性 」 を テー マ に 、 岩 手 大 学名 誉 教 授 の 馬 
場 守 先生 、 岩 手 大 学 農学 部 助教 の 伊藤 幸男 先生 に 話題 提供 いた だ き 、 参 加 者 と 意見 交換 を 
行っ た 。 馬場 先 生 に は 太陽 光 発 電 に 関す る 技術 的 な 進化 の 過程 や 今後 の 見 通し に つい て 、 
伊藤 先生 に は 、 木 質 バ イオ マス エネ ルギー に 関す る 現状 、 県 内 で の 活用 事例 、 ま た 、 木 質 
バイ オマ ス 利 用 が 地域 経済 に 与え る 効果 等 に つい て 話題 提供 いた だ いた 。 ま た 、 意 見 交換 
で は 、 地 元 林業 関係 者 より 一 般 家 庭 等 で の ペレ ッ ト ス トー ブ 普 及 に つい て の 組織 的 な 取り 
組み が 必要 と の 意見 が あっ た 。 

第 2 回 は 平成 2 4 年 3 月 2 1 日 に や ませ 土 風 館 に お いて 、 外 か ら の 視点 を 取り 入れ た 地 
域 活性 化 を テー マ に 、 岩 手 大 学 学生 を ゲス トス ピー カー に 招き 、 開 催し た (別紙 5)。 約 3 
0 名 が 参加 し 、 久 慈 市 で の 生活 の 質 の 向上 に 着目 し た 住民 主体 の 町 づく り 、 若 年 層 へ の 観 
光 の アプ ロー チ 、 地 域 循 環 型 の 持続 的 な 農業 シス テム 構築 な どの 調査 研究 結果 の 報告 の 後 、 
参加 者 に よる 意見 交換 を 行っ た 。 地 域内 で の 消費 を 念頭 に 置い た 農業 経営 が 持続 的 な 農業 
に 繋が る 可能 性 が ある の で 、 農 家 と 消費 者 を 繋ぐ コー ディ ネー ター を 置く 必要 が ある と の 
意見 が あっ た 。 

平成 2 4 年 度 は 7 月 5 日 に 久慈 グラ ンド ホテ ル に お いて 開催 し た (別紙 6) 。 後述 する 
「 地 域 リ ー ダ ー」 像 提言 の 活用 を 兼ね て 、「 地 域 リ ー ダ ー 像 を 考え る 」 と いう テー マ で 、 
本 作業 部 会 か ら 、 話 題 提供 者 と し て 座長 の 後藤 尚 人 (岩手 大 学 人 文 社会 科学 部 教授 ) 、 作 
業 部 会 メン バー の 村田 憲 正 (岩手 経済 同友 会 ・ 株 式 会 社 エ フエ ム 岩 手 代 表 取 締 役 社長 ) 、 


山口 明 (岩手 ネッ トワ ー ク シス テム 事務 局 ・ 岩 手 大 学 工学 部 准 教 授 ) が 参加 し た 。 約 20 
名 の 市 民 が 参加 し 、 座 長 及び 作業 部 会 メン バー に よる 話題 提供 の 後 、 意 見 交換 を 行っ た 。 
参加 者 か ら 、 地 域 の 実状 を 交え な が ら 担 い 手 育成 が 大 き な 課題 と な っ て いる こと な どの 意 
見 が 出さ れ 、 地 域 リ ー ダ ー の 必要 性 と 担い 手 育成 の 重要 性 を 再 認識 する 良い 機会 と な っ た 。 


八幡 平 市 で は 、 市 担当 者 等 と の 協議 の 結果 、 学 生 に よる 地域 づく り 活 動 を 行う こと と な 
り 、 実 施主 体 を 本 作業 部 会 か らい わ て 高等 教育 コン ソー シア ム に 移し て 行っ た 。 

本 活動 で は 、 平 成 2 2 年 9 月 3<5 日 に 八幡 平 市 兄 川 地区 で 、 い わ て 高等 教育 コン ソー 
シア ム 構 成 大 学 学生 1 4 名 (岩手 大 学 5 名 、 岩手 県 立 大 学 4 名 、 盛岡 大 学 5 名 ) が 参加 し 、 
地域 の 公民 館 に 宿泊 し な が ら 聞 き 取 り 調 査 や 郷土 料理 体験 等 を 通じ て 、 地 域 住民 と の 交流 
を 図っ た 。 そ の 後 、 聞 き 取り 調査 の 結果 に 基づき 、 同 年 9 月 2 5 日 と 1 0 月 2 日 に 同 地区 
内 に 掲示 板 と 注意 看板 の 設置 を 行っ た 。 

平成 2 3 年 2 月 12, 1 3 日 に は 地区 住民 と 共に 雪 ま つり を 開催 し 、 約 5 0 名 の 学生 と 
地域 住民 で 雪 像 や すべ り 台 作り を 行っ た 。 八 幡 平 市 で の 活動 の 様子 は マス コミ に も 取り 上 
げ ら れ た (別紙 7) 。 

平成 2 3 年 度 は いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 構 成 大 学 学生 2 0 名 (岩手 大 学 2 名 、 岩 
手 県 立 大 学 7 名 、 盛岡 大 学 9 名 、 富士 大 学 2 名 ) が 参加 し た 。9 月 に 合宿 を 行い 、 そ の 後 、 
地域 の 様々 な 魅力 の 発見 と 再 確認 、 ま た 、 そ の 発信 を 目的 に 「 地 域 の 魅力 MAP」 作 り を 
行っ た 。 こ の MAP 作 り は 次 年 度 以降 も 継続 する こと と し た 。 

また 、 冬 季 の 地域 活性 化 の 取り 組み と し て 、2 月 1 1, 1 2 日 に 、 現 在 は 廃校 と な っ て 
いる 旧 舘 市 小学 校 グ ラン ド を 会 場 に 、 雪 まつ り を 開催 し た 。 今 回 は 「 絆 」 を テー マ に 、 陸 
前 高田 に ある 「 希 望 の 灯り 」 の 分 火 式 や 地域 住民 と 共同 で の 雪 像 作り 、 キ ャ ンド ルナ イト 
を 行っ た (別紙 8)。 

平成 2 4 年 度 は いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 構 成 大 学 学生 1 3 名 が 参加 (岩手 大 4 名 、 
富士 大 2 名 、 盛 岡 大 7 名 ) し て 活動 を 行っ た 。 今 年 度 は 地域 を より 深く 知る た め に 、7 月 
に は 活動 開始 チラ シ の 全戸 配布 実施 や 地域 の 祭り 準備 等 に 参加 し た 後 、 9 月 に 合宿 を 実施 
し た 。 合宿 で は 地域 住民 と 共に 、 地 域 の 課題 の 洗い 出し 、 ま た 、 課 題 解決 方 策 の 検討 を 行 
い 、 合 宿 後 の 活動 と し て 、 地 域 に ある 風穴 を 活用 し た 住民 交流 推進 策 と 雪上 グラ ンド ゴル 
フ 大 会 実施 が 採用 され た 。 風 穴 の 活用 に 関し て は 、 国 道 2 8 2 号線 沿い に 風穴 へ の 案内 看 
板 を 設置 し た 。 ま た 、 昨 年 度 か ら の 活動 と し て 「 和 舘 市 魅力 MA P」 完 成 に 向け た 作業 を 継 
続 し 、 平 成 2 5 年 3 月 に 3, 000 部 を 印刷 し 、 八 幡 平 市 内 等 に 配布 し た (別紙 9) 。 


( 3) 「 地 域 リ ー ダ ー」 像 提言 
いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム か ら 、 リ ー ダ ー 育 成 に 係る プロ グラ ム を 立ち 上 げ る た め 、 
本 作業 部 会 に 対し 、 育 成す べき 「 地 域 リ ー ダ ー」 の 資質 等 に 関す る 検討 依頼 が 、 平 成 2 2 
年 6 月 に あり 、 そ れ を 受け て 「 地 域 リ ー ダ ー」 像 に つい て 検討 を 行っ た 。 検 討 に あたり 、 
県 内 各界 の リー ダー5 名 を ゲス トス ピー カー に 招き 、 こ れ ま で の 活動 内 容 、 リ ー ダ ー に 必 
要 な 資質 や 若者 に 伝え た いこ と な ど を お 話し いた だ き 、 意 見 交換 を 行っ た 。 平成 2 3 年 7 


月 に は 、 こ れ ま で の 検討 結果 を まとめ た 提言 を いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム に 提出 し た 
(別紙 1 0)。 な お 、 提 言 に は 当初 想定 し て いな か っ た 復興 の 視点 も 加え た 。 

また 提言 の 本 作業 部 会 で の 活用 と し て 、 提 言 を 広く 地域 に 周知 し 、 リ ー ダ ー 育 成 に 役 立 
て も ら う こと を 目的 に 、 フ ォ ー ラ ム 等 の 開催 を 検討 し 、 平 成 2 4 年 度 に 地域 リー ダー を テ 
ー マ に Kuji Cafe を 開催 し た 。 内 容 等 に つい て は (2) で 述べ た と お り で ある 。 


( 4 ) 自己 実現 支援 プログ ラム 

復興 を 支え る 若手 人 材 を 育成 し 、 被 災 地 の 復興 を 支援 する 事業 と し て 、 平 成 2 4 年 8 月 
か ら 岩 手 県 立山 田高 等 学校 、 岩 手 大 学 釜石 サテ ライ ト と 共同 で 「 高 校生 を 対象 と し た 自己 
実現 支援 プロ グラ ム 『 復 興 と と も に 歩む 私 た ちの 未来 』」 を 山田 高校 2 年 生 (7 6 名 ) に 
対し て 実施 し た 。 実 施 に あたり 、 本 作業 部 会 メン バー の 岩手 県 中 小 企業 家 同 友 会 や 関西 で 
活動 する NPO 法 人 e dg e、 岩 手 県 教育 委員 会 の 協力 を 得 て 、 山 田高 校 に 講師 を 派遣 し 、 
全 10 回 の 講演 及び グル ー プ ワー ク を 実施 し 、 高 校生 に 自分 の 将来 と 山田 町 の 復興 を 関連 
付け て 考え る 機会 を 提供 し た (別紙 11) 。 

ブロ グラ ム 実 施 中 に 行わ れ た 文化 祭 で は 、 講 演 か ら 学 ん だ こと 、 山 田町 復興 の た め に 自 
分 た ち が で きる こと 等 を まとめ 、 グ ルー プ 発 表 を 行っ た 。 ま た 、 冬 休み 期間 中 の 課題 と し 
て 、 本 プロ グラ ム で 学ん だ こと 等 を まとめ た レポ ー ト を 提出 させ 、 そ れ を 平成 2 5 年 3 月 
に 冊子 に し た (別紙 12) 。 

この プロ グラ ム で 「 復 興 は 自分 た ちの 力 で する も の 」 と いう 意識 を 持っ た 生徒 が 多く お 
り 、 徹 力 で は ある が 、 地 域 の 復興 を 後押し で きた の で は な いか と 感じ て いる 。 
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提言 

被災 地 は 未だ に 復興 へ の 道 を 模索 し て いる と ころ で は ある が 、 東 日 本 大 震 災 か ら 2 年 が 経 
ち 、 人 々 の 被災 地 へ の 関心 は 次 第 に 薄れ て き て いる こと は 否め ず 、 今 まさ に 地域 力 が 試さ れ 
て いる 時 と 言え る だ ろう 。 

自己 実現 支援 プロ グラ ム 「 復 興 と と も に 歩む 私 た ちの 未来 」 で 作成 し た 県 立山 田高 校 2 年 
生 (当時 ) の レポ ー ト 集 を 見 る と 、「『 大 変 と いう こと は 大 きく 変わ る チャ ンス 』 と いう 言葉 
が 心 に 残っ た 」 と 多く の 生徒 が 記し て お り 、「 復 興 と は 前 と 同じ 町 に 戻す こと で は な く 、 前 よ 
り も 良い 町 に する こと 」 と いう 言葉 も 多く 見 られ た 。 

言葉 が 適切 で は な いか も し れ な い が 、 復 興 に 取り 組む こと は 、 こ れ ま で に 培っ た 知識 や 経 
験 を 実践 に 移す 最良 の 機会 で あり 、 震 災 前 か ら 人 口 減少 等 停滞 気味 で あっ た 地域 を 、 大 きく 
変え た る チャ ンス と 捉え 復興 に 取り 組む 、 と いう 考え は 、 理 解 は 得 ら れる の で は な いか と 思う 。 

被災 地 の 住 民 の 方 々 は 、 い つ に な る か わら な い 復興 よ り も 、 今 日 、 明 日 の 生活 に 思い を 巡 
ら せ る 毎日 を 送っ て いる と 思う が 、 日 々 の 生活 の 積み 重ね が 将来 に 繋が る と 考え れ ば 、 復 興 
し た 町 の 姿 や その 時 の 自分 の 生活 に つい て 確固 た る イメ ー ジ を 持ち 、 そ の た め に 今日 何 が で 
きる か 、 明 日 何 を すべ きか を 考え て 生活 する こと は 、 日 々 、 復 興 に 向け て 進ん で いる こと が 
実感 で き 、 ハ リ の ある 毎日 に 繋が る の で は な いか と 考え る 。 


いわ て 未来 づく り 機 構 は 、 構 造 改 革 に よる 経済 や 雇用 の 問題 、 少 子 化 の 進行 や 人 口 の 県 外 
流出 な ど に よる 地域 コミ ュ ニ ティ ー の 崩壊 、 地 域 経済 の 縮小 な どの 危機 的 状況 を 打破 する た 
め に 自治 体 、 産 業界 ・ 経 済 界 、 学 術 ・ 教 育 機関 が 相互 の 連携 と 協 働 を 強化 し 、 明 る い 地 域 の 
未来 づく り の た め に 活動 する こと を 目的 に 設立 され た が 、 今 は 東日本 大 震 災 か ら の 復興 の た 
め 、 被 災 地 の 抱え る 様々 な 課題 を 解決 する た め に 各 作 業 部 会 が 取り 組ん で いる と ころ で ある 。 

し か し 、 目 の 前 の 課題 を 解決 する だ け で な く 、 将 来 、 岩 手 県 が どう ある べき か を 、 ラ ウン 
ド テ ー ブ ル メン バー や 各 作 業 部 会 、 機 構 会 員 が 共通 理解 を 持っ て 活動 し て いく こと が 肝要 で 
あり 、 そ れ な し に は 県 民 が 将来 に 希望 を 抱 ぐ こと が で きる 活動 は で き な い の で は な い だ ろ う 
か 。 


「 復 興 」 と いう 言葉 に どん な 色 を 付け る の か 、 つ まり 復興 を 具体 的 に 定義 し 、 岩 手 で 「 復 
興 」 と 言え ば 皆 が 同じ イメ ー ジ を 持つ よう に する こと は 、 ま さ に 「 未 来 づ くり 」 で あり 、 そ 
の た め の 活 動 は 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育成 」 で あろ う 。 岩手 の 産学 官 が 集う 「 い わ て 未来 づ 
くり 機構 」 に は その よう な 活動 を 今後 期待 し た い 。 


1 作業 部 会 開催 実績 

第 1 回 : 平成 20 年 6 月 19 日 
第 2 回 : 平成 20 年 7 月 24 日 
第 3 回 : 平成 20 年 8 月 27 日 


第 4 回 : 平成 20 年 11 月 13 日 


平成 20 年 11 月 末日 
第 5 回 : 平成 21 年 4 月 6 日 


第 6 回 : 平成 21 年 8 月 24 日 
第 7 回 : 平成 21 年 11 月 24 日 
第 8 回 : 平成 21 年 12 月 14 日 
第 9 回 : 平成 22 年 1 月 12 日 
第 10 回 : 平成 22 年 2 月 23 日 
平成 22 年 3 月 17 日 

第 11 回 : 平成 22 年 4 月 27 日 
第 12 回: 平成 22 年 5 月 31 日 
第 13 回 : 平成 22 年 6 月 28 日 


第 14 回 : 平成 22 年 8 月 2 日 
第 15 回 : 平成 22 年 8 月 30 日 
第 16 回: 平成 22 年 9 月 30 日 
第 17 回 : 平成 22 年 11 月 1 日 
第 18 回 : 平成 22 年 12 月 13 日 
第 19 回: 平成 23 年 1 月 21 日 


第 20 回 : 平成 23 年 7 月 6 日 
第 21 回 : 平成 23 年 11 月 16 日 
第 22 回 : 平成 24 年 5 月 8 日 
第 23 回 : 平成 25 年 4 月 30 日 


作業 部 会 の 活動 の 方 向 に つい て 

地域 力 を 支え る 人 材 育 成 の 方 向 と 方 法 に つい て 

地域 ( 力 ) を 支え る 人 材 育 成 に 関す る アン ケー ト 調 査 の 実施 に つ 
いて 

地域 ( 力 ) を 支え る 人 材 育 成 に 関す る アン ケー ト 調 査 ( 案 ) に つ 
いて 

アン ケー ト 調 査 表 の 作成 に つい て (メー ル 会 議 ) 

地域 力 を 支え る 人 材 育成 に 関す る アン ケー ト 調 査 結果 、 今後 の 本 
作業 部 会 に つい て 

活动 方针 : : プレ アン ケー ト 結 果 の 反映 と 本 アン ケー ト に つい て 
農林 分 野 の 人 材 育 成 、 本 アン ケー ト (研修 プロ グラ ム 調 査 ) 案 
農業 公社 主催 「 新 農業 人 フェ ア 」 の 広報 、 本 アン ケー ト 実 施 案 
アン ケー ト 中 間 報 告 と デー タベース 化 に つい て 

アン ケー ト 結 果報 告 、 デ ー タ ベー ス 、 シ ン ポ ジウ ム 案 に つい て 
岩手 大 学 に て 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育 成 」 シ ン ポ ジウ ム 実 施 
平成 22 年 度 活動 計画 の 検討 

地方 自治 体 が 行う 人 材 育 成 事業 へ の 支援 策 の 検討 ほか 

いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム へ の 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 示方 法 
の 検討 及び 地方 自治 体 が 行う 人 材 育成 事業 へ の 支援 ほか 

「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 勉 強 会 と 提言 スケ ジュ ー ル の 検討 

「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 勉 強 会 及び 人 材 育成 デー タベース 更新 

「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 勉 強 会 及び 八幡 平 市 で の 人 材 育成 事業 

「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 勉 強 会 

「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 勉 強 会 及び 作業 部 会 実績 報告 の 検討 

作業 部 会 実績 報告 及び 事業 計画 の 検討 及び 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 
言 に 係る 検討 

今年 度 の 活動 計画 と 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 に つい て 検討 
今年 度 の 活動 計画 の 具体 化 に つい て 検討 

昨年 度 活動 実績 と 今年 度 活動 計画 に つい て 検討 

昨年 度 活動 実績 と 本 作業 部 会 活動 報告 に つい て 検討 


園 回 


2 作業 部 会 メン バー 
































































































































機関 名 所 属 名 職名 氏名 備考 
株 式 会 社 エ フエ ム 岩 手 代表 取締 役 社 寺田 憲 正 H20-24 
社団 法人 岩手 経済 同友 会 = 人 
株 式 会 社 久慈 設計 代表 取締 役 社長 | 久慈 竜也 | H22-24 
岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 盛岡 商工 会 議 所 事務 局長 和 井 内 信行 | H20-23 
理事 (教育 . 学 生 担当 ) ・ 副 学長 玉 真 之 介 | H20-22 
H20-24 
人 文 社会 科学 部 教授 後藤 尚 人 
H21-24・ 座 長 
国立 大 学 法人 岩手 大 学 教授 塚 野 弘明 | H20-24 
教育 学部 ー 
教授 新妻 二男 H20-24 
工学 部 教授 廣瀬 宏一 | H20-24 
農学 部 教授 木村 伸 男 | H20・ 座 長 
事務 局長 代理 久保 協 一 |H20 
公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学 宇部 上 眞一 H21-23 
人 二 | 研究 ・ 地 域 連携 室長 
鈴木 清 也 |H24 
小野 寺 正 二 H20-21 
高橋 真 H22-24 
岩手 医科 大 学 企画 部 企画 課 a 
山中 “和 成 |H20-23 
係長 
佐々 木 寛人 H24 
盛岡 大 学 事務 局長 山崎 知行 | H20-24 
教授 中 村 良則 | H20-22 
富士 大 学 経済 学部 : 
講師 堀 圭介 H23-24 
教授 豊田 計時 | H20 
ー 関 工業 高等 専門 学校 電気 情報 工学 科 
教授 明石 尚之 H21-24 
森田 竜平 H20-H21 
二 山里 善彦 H22 
商工 労働 観光 部 商工 企画 室 a 誠に 隊 
小 学 
岩手 県 
主任 主 查 藤原 由 豆 江 H24 
主査 鈴木 優 | H20-21 
商工 労働 観光 部 科学 も の づく り 課 
主任 主査 熊谷 孝夫 | H22-24 
(岩手 県 市 長 会 ) 盛岡 市 都市 整備 部 部 長 藤島 裕久 | H20-24 
教授 大 石 好 行 H20-21 
岩手 ネッ トワ ー ク シス テム | 国立 大 学 法 人 岩手 大 学 工学 部 人 
准 教授 山口 明 H22-24 
常任 理 
岩手 県 中 小 企業 家 同友 会 6 菊田 折 | H21-24 
事務 局長 
松原 一 彦 | H21-23 
社団 法人 岩手 県 農業 公社 農業 振興 部 就農 支援 課長 
佐々 木 守 人 | H24 
株 式 会 社 惣 兵衛 代表 取締 役 畠山 さゆ り | H21-24 
作業 部 会 事務 局 
中 島 武 幸 | H20-23 
研究 交流 部 研究 交流 部 長 上 
佐藤 貢 |H24 
渡邊 慎一 | H20-21 
研究 協力 課長 松森 康夫 | H22-23 
国立 大 学 法人 岩手 大 学 長 代 健児 | H24 
研究 交流 部 研究 協力 課 鈴木 一 寿 | H20-22 
主査 ( 副 課長 ) 
安藤 範夫 | H23-24 
濱田 秀 村 H20-21 
主査 1 
八重 标 喜 阳 “| H22-24 
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別紙 1 : 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス 





① ト ッ プ ペー ジ 


| | 材 育 成 し た い 入 の 、 集 い の 場 
農業 、 工 業 、 観光 、 医療 、 内 部 情報 多数 


地域 力 を 支え る 
スン スラ ロロ 


還 人 材 育成 デー タベース と は 


いわ て 未来 づく り 機 構 の 第 4 作業 部 会 で よ 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育成 」 を テー マ に 、 各種 取組 を 行っ て お り ま す 。 a >、 
その 取組 の 一 つと し て 、 県 内 の 各種 機関 で 開催 し て いる 研修 づ プロ グラ ム を 取り まとめ た 人 材 育 成 情報 デー タベース を 作成 た し まし た 。 に ex 
この 人 材 育成 情報 デー タベース | は 、 例え ば 、 ハ 
【 研 修 の 受講 者 】 つ 各 業 種 ・ 各 悦 が 開催 し て いる 研修 ブロ グラ ム の 詳細 の 確認 
【 研 修 の 主催 者 】 多様 な 研修 ブロ グラ ム の 先行 事例 の 確認 と 自 ブ ログ ラム の 枚 半 や 強化 
な お ど に 活用 する こと が で きま す 。 
デー タ 内 容 の 更新 や 扱う 領域 の 拡大 、 関 連 ブ ログ ラム の ネッ トワ ー ク 化 な ど 、 今 後 と も 枚 療 を 続け て 行き ます の で 、 どう ぞ ご 活用 下さ い 。 









































外部 
T 1, 一 上 ] | ks 
外部 総合 
w の の | [地 人 二 | | 
| i | | 民 : 福 祉 起業 : 和 | 教育 学術 | 过 その 他 の | 「OTAL 国 国 | omu 
農業 分 野 | 工業 分 野 | 観光 分 野 | 分 时 分 野 分 野 分 時 分 野 内 部 研修 | 
H22 年 度 | 3 件 40 件 葵 47 件 50 件 64 件 49 件 4 件 | 322 件 | 246 件 | 567 件 
H23 年 度 | 1 件 只 。 | 0 件 0 伯 1 件 | 只 | 只 0 伯 2 件 0 件 2 件 
H24 年 度 | 0 件 0 伯 0 伯 0 伯 0 伯 0 伯 | 只 0 伯 0 件 0 件 
TOTAL | 32 件 4 件 。 7 件 4 件 5 件 。 64 件 。 | 4 件 34 件 324 件 245 件 569 件 
新着 情報 ・ ト ビッ クス 
の 
画 2010-12-03 「 新 農業 人 フェ ア in い わ て 」 閉 催 の ご 案内 





gS) 


岩手 県 、 岩手 県 農業 公社 、 岩 手 県 典 業 会 議 の 主催 で 平成 23 年 1 月 8 日 ( 土 ) 午 前 11 時 か ら 
アイ ー ナ B0O4 会 議 室 |( に お いて 最 華 を 始め た い 信 の 相談 会 「 新 最 業 人 フェ ア iml ! わ て 」 が 開催 され ます 。 
詳細 は 添付 ファ イル を ご 覧 下さ ぃ 。 


册 


添付 ファ イル : 类] 23 年 1 月 8 日 新 趟 全 人 2z 了 pdf 27061K) 
二 
簡易 検索 


検索 し た い プ ログ ラム に つい て の 「 条 件 」 を 指定 し 「 検 索 」 を クリ ッ ク し て くだ さ し i。 条件 に 合致 し た プロ グラ ム が 表示 され ます 。 
な に も 指定 ・ 入 力 せ 考 に 、 [検索 ] 導 押す と 、 デー タベース に 登録 さっ れ て いる すべ て の デー タ が 表示 され ます 。 























キー ワー ド か らち 探す 地図 か ら 探す 〈H23 年 度 5 月 以降 の 予定 が 表示 され ます ) 


地図 の 各市 町 村 を クリ ッ ク す る と 、 市 町 村 ご と | に 情報 が 表示 され ます 。 
下 の 地域 の リン ク を クリ ッ ク す る と 地域 中 に 情報 が 表示 され ます 。 

















る キー ワー ド 上 
加 AND OoR 
検索 条件 を 指定 する 
9 年 度 
> 2 ES 
る 開催 月 選択 マト | 選 所 | 口 本 を きむ 
る 開催 市 町 村 | 選 し て < だ さい y| 





9 開催 所 L | 
る 表示 件 数 O20 〇 sn O100 〇 sn 


中 


中 本 年 度 分 を すべ て 表示 





是 県 北 広域 画 盛 岡 広域 画 県 南 広 域 較 治 岸 広 域 


山 


トウ プペ ー ジ | 検索 ペー ジ | サイ の 合い 方 | お 臣 合 





Copyright ©) いわ て 未来 づく り 機 構 . All Rights Reserved 
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②「 検 索 結果 」 画 面 


ョ ナル を 日 指 材 育成 ブ ! 
筐 葉 、 工 業 、 観光 、 医 療 、 上 


、 地域 力 を 支え る 


大 堵 特 )Y の ー タ ペー ララ 5 ああ 回 レバ ーッ 回 EE rr サイ ト の 使い 方 


還 絞り 込み 検索 


検索 し た い ブ ログ ラム | に つい て の 「 条 件 」 を 指定 し 「 検 索 」 を クリ ッ ク し て くだ さ し い 。 条件 に 合致 し た ゴブ ログ ラム が 表示 され ます 。 
な に も 指定 ・ 入 力 せ ず に 、 [検索 ] 赤 押す と 、 デー タベース | に 登録 され れ て いる すべ て の デー タ が 表示 され ます 。 
キー ワー ド 、 主 催 者 、 年 度 、 分 野 、 プ ログ ラム 名 、 対象 者 、 ブ ログ ラム 内 容 を 指定 で きま す 。 
ブロ グラ ム 名 な どの テキ スト 入力 欄 こ つい て | は 、 名 称 の 一 部 を 入力 し た だ け で も 検索 で きま す 。 










































































































































































ー ワ ロー ド 图 AND 
る キー ワー ド | ] ER 
主催 者 選択 し て くだ さい 回 
分野 層 択 し て くだ さい [> 
る 開催 年 度 H22[y 開催 月 選択 y ト | 選択 | 口 未 定 二 志 
る 并 催 市 町村 選択 し て くだ さい | と る 開催 場所 
る ブロ グラ ム 名 
pe 回 
る 対象 者 る ブロ グラ ム 内 容 
トコ 分 を すべ て 表示 
還 検索 結果 
検索 条件 : 并 催 年 度 :H22 年 度 | 
検索 結果 : 1 - 20 件 567 件 ツマ すべ て の 詳細 を 表示 20 件 | レル ペ ー ジ 
辆 |2]|3]14]15]l6j7][le]l8] 2] 次 > 
| deasgo | ttgo | 
| ーー 本 主人 者 | my | 華 修 づ ロ グラ ム 名 VY | 1 
| _ _ 介護 保険 関係 の ⑪【 認 定 】 ① 認 定 調 査 員 研修 @ 介 護 認 定 | - 
| 本 和 
1 | 4 月 盛岡 市 岩手 県 保健 福祉 部 攻守 分 野 | oe の や 本 人 | Eg 
_ 三 繧 和 ケ ア 医 師 等 研修 ① 編 和 ケ ア 医 師 研修 ② 保 健 記 療 | 
到 涯 電視 "福祉 2 詳 = 
2 | 4 月 玉岡 市 岩手 県 保健 福祉 部 共和 人 時 | 福 让 从 种 者 研 个 | gH 
3 | 4 月 盛岡 市 岩手 県 出納 局 内 部 研修 出納 員 研 修 | 詳細 
4 | 4 月 盛岡 市 岩手 県 企業 局 内 部 研修 新任 革 員 研修 | 
| 盛 同市 岩手 电教 育 委 目 会 事务 局 内 部 研修 小 中 学 校 事務 初任 者 研修 会 iH 
感 岡市 岩手 県 立 図書 館 教育 ・ 学 術 分 野 新 任 因 书 这 长 等 研修 会 | 詳細 
玉岡 市 岩手 県 商工 会 連合 会 内 部 研修 新任 商工 会 隊員 研修 | 詳細 
盛岡 市 財団 法人 いわ て 産業 所 軸 セ ンタ ー 工業 分 時 工程 改善 研修 会 = 
感 同市 立 大 学 法人 岩手 大 学 工業 分 時 岩手 マイ スタ ー 育 成 プ ログ ラム 長期 講習 コー ス | 詳細 
盛 同市 国立 大 学 法 人 岩手 大 学 教育 ・ 学 術 分 野 | 少年 少女 の た め の 体 擦 名 上 | 詳細 
盛岡 市 国立 大 学 法 人 岩手 大 学 教养. 文化 分 时 | 英語 と ら の し くみ | fH 
| 盛岡 市 国立 大 学 法 人 岩手 大 学 教养. 文化 分 时 “| 教 療 と 家中 の 英語 活用 請 座 詳細 
13 | 4 月 盛岡 市 国立 大 学 法 人 岩手 大 学 教养. 文化 分 时 “| ドイ ツ 語 下級 請 座 | 詳細 
14 | 4 月 盛 同市 公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学 内 部 研修 法 人 探 用 职 身 初任 者 研修 | 詳細 
15 | 4 月 盛 同市 岩手 医科 大 学 内 部 研修 新 採 用 較 員 研修 | 詳細 
16 | 衣 盛岡 市 岩手 医科 大 学 内 部 研修 岩手 医科 大 学 媛 和 ケ ア 医 師 研 修 会 | 詳細 
17 | 4 月 盛岡 市 岩手 県 内 部 研修 新 採用 潤 員 研修 (前 期 ) | 詳細 
18 | 4 月 盛岡 市 岩手 県 内 部 研修 新 採用 指導 者 研修 | 证 组 
19 | 4 朋 宫 古 市 岩手 県 教育 委 負 会 事務 過 内 部 研修 管内 小 -中 学 校 研究 主任 研修 会 | 型 组 
20 | 4 月 宮古 市 。 | 涯 手中 教育 委 具 会 事务 局 内 部 研修 初任 事务 担当 者 研修 会 | 詳細 
辆 [2:][3]L4j|5][ej7]lsjle8]12] 次 > 
トッ プペ ー ジ | 検索 ペー ジ | サイ ト の 合い 方 | お 問い 人 
Copyright (C) いわ て 未来 づく り 機 構 . All Rights Reserved 
|] 
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③「 詳 細 」 表 示 


還 検索 結果 
検索 結果 : 1 - 20 件 89 件 





证 


岩手 県 地域 振舞 部 内 部 研修 定住 ・ 交 流 サ ポー ター ズ 研 修 


介護 保険 開 係 @【 介 護 予 防 】 介護 予防 研修 ① 運 動 器 の 機能 向上 包 米 辩 、 


y 厨 ヶ ト 石 { の 
岩手 県 保健 福祉 部 医 六 分 时 口腔 、 閉 じ こ も り 、 認 知 研 、 う つ 予 防 


研修 -・ ブ ログ ラム 内 容 : 介護 予防 事業 (特定 高齢 者 、 一 般 高 齢 者 を 対象 ) の 従事 者 が 効果 的 な 介護 予防 教室 の 開催 な ど 必 要 な 知識 、 技 術 を 習得 する こと を 目的 と 
する 。 
対象 者 : 市 町 村 等 の 介護 予防 事業 従事 職員 
2010 年 度 受講 者 : ① 40 名 
② 100 名 
開催 回 雪 年 : ① 2 回 回 当たり 2 日 
る 1 回 3 日) 
次 年 度 周 催 の 有無 : ”有 
担当 部 署 - 連絡 先 : 保 健 福祉 部 長寿 社会 課 
TEL: 9-629-5436 
FAX ロ 19-629-5439 
Email: ADO005@pref.iwate.jp 


岩手 県 保健 福祉 部 介護 保険 開 係 @【 介 護 予防 支援 】 介護 予防 支援 研修 
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別紙 2 : シン ポジ ウム チラ シ 
| 






PROGRAM 


1. 受付 (13:30 て 14:00) 


2. 開会 の あい さ つ (14:00 ン 14:05) 
いわ て 未来 づく り 機 構 共同 代表 
岩手 県 知事 達 増 拓也 


3. 基調 講演 (14.05 ン 15:05) 
DAB ア グリ 研究 所 長 ・ 岩 手 大 学名 誉 教授 木村 伸 男 氏 


4. 人 材 育成 アン ケー ト 結 果報 告 及 び 人 材 育 成 情 報 デ ー タ ベー ス の 説明 
(15:05 て 15:40) 
いわ て 未来 づく り 機 構 第 4 作業 部 会 座長 
岩手 大 学 大 学 教育 総合 セン ター 教育 評価 ・ 改 善 部 門 長 後藤 尚 人 


【 休 事 】 


5. パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン (15:50 て 17:10) 
ー 地 域 力 を 支え る 人 材 育 成 と は 
(パネ ラー) 
紫波 町 経営 支援 部 企画 課 協 働 支援 室 主事 高橋 哲也 氏 
ー 関 工業 高等 専門 学校 教授 明石 尚之 氏 
和 同 産業 株 式 会 社 執行 役員 环境 事业 部 部 长 林 俊 春 氏 
株 式 会 社 惣 兵衛 代表 取締 役 畠山 さゆ り 氏 


OTNT け 記 慌 」 


「 宇 (T 誠 本 苦 と 


(コメ ン テ ー タ ) 
DAB ア グリ 研究 所 長 木村 伸 男 氏 
(モデ レー タ ) 
いわ て 未来 づく り 機構 第 4 作業 部 会 座長 
日 時 岩手 大 学 大 学 教育 総合 セン ター 教育 評価 ・ 改 善 部 門 長 後藤 尚 人 
平成 22 年 3 月 17 日 ( 水 ) 
14:00<17:10 6. 閉会 の あい さ つ 
参加 費 無料 いわ て 未来 づく り 機構 共同 代表 
(当日 参加 も 可 ) 岩手 大 学長 藤井 克己 
会 場 
岩手 大 学 総合 教育 研究 
棟 ( 教 育 系 ) 1 階 ・ 
北 桐 ホー ル 【 問 い 合わ せ 先 】 


(H 旧 教育 学部 1 号館 ) 


岩手 大 学研 究 交流 部 研究 協力 課 総括 ・ 研 究 協力 グル ー プ 濱田 


〒020-8550 盛岡 市 上 田 三 丁目 18-8 
TEL:019-621-6851 / FAX:019-621-6995 
E-mailkenkyou@iwate-u.acJp 





主催 : いわ て 未来 づく り 機構 


ー ]4 —- 


別紙 3 : MIU Cafe in アイ ー ナ チラ シ 


NT 


ァ ー MIU Cafe に 学ぶ 





日 時 : 2 年 6 有 28 ( ( 書 
場 所 : 凋 达 7 人 -和 +y/ 公 有 1 
定員 : 40 名 

对 象 : 内 地方 邊 治 体 "県 内 企業 いわ て 未来 づく り 機会 員 
话题 提供 及 7 了- 人 -， 

关 手 大 学 地 域 建 排 推进 ty- 今井 潤 准 教授 
音 手 大 学 地 域 建 的 推 进 tyy- 及川 隆 共同 研究 員 


( 盛 问 市 商工 秽 光 部 企业 立地 尾 用 课 主 查 ) 


主 催 : (路 ( 杯 了 (村 哇 夺 地 推进 by 多 -出 同 市 同和 -和 7 
凡 手 県 中 小 企業 家 同 友 会 JST イ / ベ ー ツ ョ ソサ テラ 人 岩手 
参加 申込 : 6 月 21 日 (月 ) ま で に 下記 へ 連絡 願い ます 
いわ て 未来 づく り 機構 「 地 域 力 を 支え る 人 材 衣 成 」 作 業 部 会 事務 局 
岩手 大 学研 究 交流 部 研究 協力 課 八重 標 喜 陽 


E-mallmia4⑳Wwate-uacjp |FAXUTY-621-69951| TEL:019-621-6851 


廊 斑 二 人 人口 消 州 必 = 


準 疫 浦 洗 泥 昔 菩 > 协 红 大 并 [ 录 础 斗 一 人 NM 省 休 过 基 车 ] 





別紙 4 : 第 1 回 Kuji Cafe チラ シ 


uji Cafe 


Kuji Cafe ほ テー マ に 対し て 、 語 題 を 揚 僕 し 
填 き ん で 、 懲 弾 し 意見 交 紅 を する 場 で す 。 


て 第 1 回 - テー マ - 一 
再生 可能 エネ ルギー に 着目 し た _ 
久 弟 地 域 の 未 利用 資源 の 可能 性 


日 時 : 平 成年 1 月 @8 日 (月 ) 4:80=7:$0 
・ 久 半 グ ラン ド ホ テル 7F ス カイ ホー ル 
「 太陽 光 発 電 と 環境 エネ ルギー 収穫 の 
未来 を 考え よう 」 

岩手 大 学 名 誉 教授 馬場 守 氏 
「 木 質 バ イオ マス エネ ルギー 利用 の 展望 」 
岩手 大 学 农学 部 助教 伊藤 幸男 氏 
参加 費 : 郭 0 円 (コー ヒー、 資料 代 と し て ) 
定 $0 名 (先着 順 ) 
交 kui Cgfe 終 了 後に 希望 者 の み 

。 (会 費 440⑳⑩0 円 ) 
申込 先 : 久 慈 市 総合 政策 部 産業 開発 課 ( 間 峠 ) 
電話 :01 4-5 の ZHOY FAXKc0 1 VA HD HO 


催 : 久 革 市 、 い わ て 未来 づく り 機 棋 

催 : 岩 手 大 学 地域 連携 推進 セン ター 

援 : 岩 手 県 県 北 広域 振興 局 、 商工 人 所 ( 社 ) 久 一 青年 会 議 所 、 久義 地域 雇用 創造 
協議 会 、 INS「 海洋 と 社会 」 研 究 会 久 問 支 

















記 潤 肝 


一 16 一 





Kuji Cafe ほ テー マ に 対し で 、 呈 天 を 失 供 し 
ーー 征 ーー ee 


デー マ Am 
「 よ そ 者 ・ - 若 者 - : 馬 鹿 者 」 視 点 に よる 
地域 活性 化 


日 时 :平成 24 年 3 月 21 日 (水 ) 18:00-20:00 
場 所 : や ませ 土 風 館 1F 多目的 ホー ル 
話 題 :「 住 民主 体 の まち づく り を 育む 契機 と し て ~2 地 
域 で の 事例 を 踏ま えて 一 」 
岩手 大 学 大 学院 農学 研究 科 1 年 
菊地 小百合 氏 
既存 観光 資源 を 活用 し た 若年 層 へ の アプ ロー 
チ 手 法 の 検 席 』 ec 
岩手 大 学 農学 部 4 年 小高 
有機 記 信 失 に 基づく 人 
地域 像 の 検討 久慈 市 を 対象 
岩手 大 学 大 学院 0 












2 年 
岡 健太 氏 





料 肝 





KJ ! Caf6 2012 


Kuji Caf6 は テー マ に 対し て 、 話 題 を 提供 し 
皆さん で 、 勉 強し 意見 交換 を する 場 で す 。 


~ 第 1 回 テー マ ~ 
「 地域 リー ダー 像 を 考え る 」 


时 :平成 4 年 7 月 5 日 ( 木 ) 18 :00-20:00 
所 : 久 慈 ク ラン ド ホ テル 2 階 平 庭 の 間 


話題: 今 こ そ 求 め ら れる 「 地域 リー ダー」 
いわ て 未来 づく り 機 構 ! 地域 力 を 支え る 人 材 育 成 」 作 業 部 会 
座長 ・ 岩 手 大 学 人 文 社会 学 き 


会 学部 教授 後藤 沿 人 氏 
株 式 会 社 エ フエ ム 岩 手 代表 取締 役 社長 村田 恵 正 氏 
岩手 ネッ トワ ー ク シス テム (INS) 事 務 局 ・ 


岩手 大 学 工学 部 准 教 授 山口 





日 
場 


明 氏 
参加 費 : 無 料 
定 員 :30 名 (先着 順 ) 
流 会 :【uji( afe 終 了 後 に 希望 者 の み ( 会 費 2 50 0 円 ) 
申込 先 : 岩 手 大 学 地域 連携 推進 セン ター 
久 状 市 派遣 共同 研究 員 小野 
電話 .019.621.6294 FAX:019.621-69692 
B=mall:yono@iwate=uac.p 
(FAX の 場合 は 裏面 の 申請 書 を ご 利用 くだ さい ) 


催 : 久 慈 市 、 い わ て 未来 づく り 機 構 
催 : 岩 手 大 学 地域 連携 推進 セン ター 
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平成 23 年 7 月 13 日 


いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 
運営 委員 会 委員 長 
高畑 義人 様 








いわ て 未来 づく り 機 構 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育成 」 作 業 部 会 
座長 後藤 商人 


いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 「 地 域 リ ー ダ ー 育 成 プ ログ ラム 」 
に 係る リー ダー 像 に つい て (提言 ) 


【 経 緯 】 
いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 運 営 委員 会 の 玉 真 之 介 委 員 長 (当時 ) か ら 、 平成 22 年 6 月 
17 日 付 で 、 本 作業 部 会 座長 宛 に 、 コ ン ソ ー シ ア ム で 実施 する こと と な る 「 地 域 リ ー ダ ー 育 成 
プロ グラ ム 」 の 具体 化 に 資す る た め 、 岩 手 の 地域 社会 を 牽引 し て 行く リー ダー 像 と 求め られ 
る 能力 や 資質 等 に つい て 検討 し 、 平 成 22 年 度 未 まで に 提言 し て 欲し い 紳 、 依 頼 が あっ た 。 
本 作業 部 会 で は 、 平成 22 年 6 月 28 日 に 開催 し た 第 13 回 作業 部 会 会 議 に お いて 、 上 記 依 頼 
を 受け と め 、 本 作業 部 会 を 通し て 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 に 関す る 勉強 会 を 行い 、 年 度 末 に 提言 
出 ま こと と し た 
勉強 会 は 、 県 内 各界 の リー ダー を お 招き し 、 自 身 の 活 動 を 通し て 苦労 し た 点 や 注意 し た 点 
に つい て 、 また 、 後 進 へ の 助言 や 岩手 を 活性 化す る た め の 視 点 な ど を お 話し 頂き 、 作 業 部 会 
委員 と 意見 交換 する 形 で 、 以 下 の と お り 5 回 行なわ れ た 。 
1 ) H22/08/02 : 産学 官 連携 リー ダー : 岩渕 明 (岩手 大 学 理事 ・ 副 学長 ) 
2) H22/08/28 : 地方 自治 体育 長 : 中 村 哲 雄 (前 葛巻 町 長 、 中 村 牧 場 ・ 中 村 家 音 診 療 所 所 長 ) 
3 ) H22/09/30 : NPO 主宰 : 両 川 いずみ (NPO いわ て 子育て ネッ ト 副 理事 長 ・ 事 務 局 長 ) 
4 ) H22/11/01 : 地方 自治 体 ・ 行 政 職 リー ダー : 浅沼 康 揮 (岩手 県 総務 部 人 事 統括 課長 ) 
5 ) H22/12/13 : 企業 経営 者 : 村井 良隆 (あさ 開 代表 取締 役 社長 ) 


平成 23 年 1 月 21 日 の 第 19 回 作業 部 会 会 議 で 上 記 勉 強 会 に つい て 総括 し 、 各 委 員 か ら の 意 
見 を も と に 座長 が 提言 の 原案 を 作成 し て 、 年 度 内 の 第 20 回 作業 部 会 会 議 で 取り まとめ る こと 
es 

その 後 、 東 日 本 大 岩 災 が 勃発 し 、 作 業 部 会 の 活動 は 中 断 、 未 来 づ くり 機構 の 在り 方 その も 
の も 問い 直さ れる こと と な り 、 提 言 の 取り まとめ を 行う 本 作業 部 会 の 会 議 開催 が 遅れ る 事態 
と な っ た 。 こ の よう な 事情 が ある と は いえ 、 提 言 の 取 り ま と め が 大 幅 に 遅れ る こと に な っ た 
こと に つい て は 、 関 係 各位 へ お 詫び し た い 。 

以下 に つづ く 提 言 は 、 上 記 勉 強 全 に ゲス トス ピー カー と し て お 越し 頂い た リー ダー の 方 々 
な ら び に 議論 に 参加 頂い た 委員 の 方 々 の 見 解 を も と に 作成 され て お り 、 貴 重 な ご 意見 を 頂い 
た 各位 に は 謝意 を 表し た い 。 
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地域 社会 を 牽引 し て 行く リー ダー 像 と 求め られ る 能力 や 資質 に つい て (提言 ) 
I リー ダー 像 


【 多 様 な リー ダー】 

本 作業 部 会 で は 、 当 初 よ り 、「 あ る 特定 分 野 で の 「 リ ー ダ ー」 像 1 つ だ け を 挙げ る の で は な 
く 、 地 域 の リー ダー、 職 場 の リー ダー な ど 、 様 々 な 場面 で 必要 と な る リー ダー の スキ ル 等 を 
提言 する こと 」 (第 13 回 作業 部 会 メモ ) と し て 作業 を 進め て きた 。 そ れ は 、「 地 域 社 会 を 牽引 
し て 行く リー ダー」 と いえ ども 、 多 種 多 彩 な リー ダー 像 が 想定 され 、 ま た 、 組 織 の トッ プ は 
リー ダー で あろ う が 、 リ ー ダ ー は トッ プ だ け で な く 各 階層 に も 存在 し 、 そ れ ぞ れ の 場面 に 応 
じ て リ ー ダ ー の 役割 も 多様 だ か ら で あ る 。 














【 リ ー ダ ー に な る 過程 】 

リー ダー に な る 過程 は 、 選別 方 式 で 見 れ ば 、1 ) 選挙 され て な る 、2) 努力 ・ 奮 闘 し て な る 、 
3) 任命 に よっ て な る 、 と いう 三 つ の タイ プ に 区 分 され る と 言わ れ て いる 0⑨⑪。 

勉強 会 で お 招き し た 産学 官 及 び NPO の リー ダー と の 意見 交換 か ら は 、 リ ー ダ ー と な る 過 
程 に お いて 、 和 自身 を 牽引 し て くれ た 先導 者 と の 出会い や 自身 が 置か れ た 境遇 ・ 環 境 が トリ 
ガー と し て 重要 で あっ た こと が 伺え る 。 リ ー ダ ー は 、 自 ら 進 ん で な る と いう より は 、 洪 在 能 
力 が ある 人 に リー ダー と し て の 役割 が 外部 か ら 要 請 さ れ て な る 場合 が 多い よう に 思わ れる 。 
法 7) :cf アメ リカ 次 宣 旋 会 7 ソー ダー シッ プ : MX 7 力 旋 需 大 入 候 述 和议 术 (1959)、 武 历 文田 ， 
妓 矶 前 次 扼 就 、 竺 奢 隆 而 履 、1981、 新 装 族 2009、P.8 


【 地 域 社会 を 牽引 し て 行く リー ダー 像 】 
多様 な リー ダー の タイ プ が ある こと や 、 リ ー ダ ー が 生ま れる 場合 の 外 的 要因 の 重要 性 を 了 
解 し つつ 、 本 作業 部 会 で は 「 地 域 社会 を 率 引 し て 行く リー ダー」( 地 域 リー ダー) に つい て 、 以 
下 の よ うに 提案 し た い 。 
1 . 地域 社会 に 愛着 を 持ち 、 地 域 を 牽引 する 情熱 と 活力 を 持ち 合わ せ て いる 人 
2. 地域 社会 を よく 知り 、 地 域 の 将来 展望 を 描け る 人 
3. 他 の 地域 と の 関連 に お いて 自ら の 地域 を と ら え る 複眼 的 視野 を 持っ て いる 人 
4. 自ら の 職務 を 超え て 地域 社会 に 貢献 で きる 人 
5. 年 齢 や 地位 に か か わら ず 、 地 域 社会 に 溶け 込み 、 地 域 社会 を 内 側 か ら 牽 引 で きる 人 
6 
7 
8 
9 










































































. 地域 の 課題 を 把握 し 、 改 善 策 を 立案 ・ 計 画 し 、 そ れ を 成し遂げ る こと が で きる 人 
. 地域 が 遭遇 する 想定 外 の 事態 に も 迅速 に 対応 し 、 素 早い 決断 と 行動 が で きる 人 
. 職務 権限 に よら ず 、 組 織 の 大 小 に か か わら ず 、 組 織 を マネ ジメント で きる 人 
. リーダ ー シ ッ プ は も と より 、 フ ォ ロ ワー シッ プ も 理解 し て いる 人 
1] 0. フォロ ワー が リー ダー に な る た め の 次 世代 育成 6 が で きる 人 
入 ②) : 友 玉 する 條 業 こ な あら め る 放 灯 に リソー ダー が いて 、 そ の よう に あら ゆる 麻央 に リー ダー が らい 
る の は た よ た ッ プ リー ダー が リー ダー の 育成 を 垣 放 し て いる か ら だ と いう リーダーシップ"*・ エ ンジ ン / の 
考え 方 を さら だ 送 め て 、 細 続 と し て の / リ ソー ダー シッ プク *・ サ イク ル / の 立 が 交友 氏 リ ー ダ ー の 成 成 に 
な 欠か せな らら と いう 夫婦 が ある 。 cf ノー ル ・ ル 47・ テ ィ シ ー 必 ナン シー・ カ み カー が ウェル 7 リー ダー シッ 
プ ・ サ イク ルル (2002 の 、 一 族 六 生 訳 、 素 立 婦 浴 新 蘭 者 、2004 
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I リー ダー に 求め られ る 能力 と 資質 


先 に 示し た 「 地 域 社会 を 率 引 し て 行く リー ダー 像 」 の 項目 に 対応 する も の と し て 、 以 下 に 
各々 の 能力 と 資質 及び それ ら の 修得 可能 性 に つい て 言及 する 。 























1. 地域 へ の 愛着 ・ 情 熱 と 活動 力 
地域 社会 を 牽引 し て 行く た め に は 、 地 域 へ の 思い 、 愛 着 、 情 熱 が 活動 の 原動力 と な る 。 
この よう な 地域 へ の 熱い 思い は 、 学習 し て 修得 する も の で は な い が 、 地域 住民 で な く と も 、 
何ら か の 形 で 地域 社会 へ の 関わ り を 持つ こと で 芽生 え 、 そ の 関わ り が 増す に つれ て 増大 する 
こと が ある 。 














2. 将来 を 見 通す 眼力 

リー ダー に は 必ず 将来 へ の 展望 、 ビ ジョ ン が 求め られ る 。 将来 の あり 得る べき 姿 を 提示 
し 、 そ の 実現 に 向け て 人 々 を 動か す 力 が 問わ れる わけ で ある 。 将 米 を 見 通す 先見 性 を 備え る 
こと で 、 将 来 ビ ジョ ン を 語る こと が 可能 に な る と 考え られ る 。 

この 能力 は 、 個 人 に 備わる 生得 的 な 《 感 覚 》 で は な く 、 地 域 を よく 知り 、 地 域 を 取り 巻く 
世界 の 動静 (経済 状況 や 国際 情勢 な ど ) か ら 予測 し 得る 能力 で 、 後 天 的 に 獲得 する こと が 可 
能 な 能力 で ある 。 


























3. 他 者 の 目 ・ 複 眼 的 視野 

地域 の 課題 や 問題 の みな ら ず 、 地 域 の 特色 や 豊か さ は 、 往 々 に し て 地域 住民 に は 気がつか 
な いこ と が ある 。 地 域 を 理解 する に は 、 地 域 を 相対 化す る 必要 が ある 。 自己 を 他 者 の 目 か ら 
見 つめ 直す よう に 、 地 域 を 外 か ら 見 直す こと が で きる よう な 複眼 的 視野 を 持つ こと が 求め ら 
れる 。 
岩手 を よく 知る に は 、 岩 手 か ら 一 度 離 れん て 、 外 部 の 視線 で 岩手 を 見 つめ 直す こと が 効果 的 
で あろ う 。 ま た 、 内 手 以外 の 人 々 と の 交流 を 深め 、 他 者 の 意見 を 知る こと で も 岩手 を 相対 化 
する こと は で きる 。 


































































































4. マル チタ スク 能 

職務 上 の リー ダー シッ プ を 発揮 する だ け で は な く 、 職 務 を 超え て 地域 社会 に 貢献 する に 
は 、 職 務 と 同時 に 異質 な 環境 で 異質 な 業務 を 遂行 する 必要 が ある 。 多 様 な 仕事 を 的 確 に こ な 
す た め に も 、 マ ル チ タ スク 能力 が 問わ れ よ う 。 

複数 の 案件 を 同時 期 に こなす こと は 、 そ の よう な 境遇 に な れ ば 誰 し も お の ず と 行っ て いる 
こと で 、 そ の た め の 特 別 な 訓練 を 要する こと も な いと 思わ れる が 、 そ の 能力 を 職務 以外 に 向 
けら れる か どう か は 、 さ ま ざ ま な 要因 に 起因 する と 思わ れる 。 




















5. 幅広 い コ ミュ ニケ ーション 能力 

どの よう な リー ダー で あれ 、 単 な る プレ ゼン テー ショ ン 人 能力 で は な く 、 異 な る 意見 を 持っ 
た 人 、 異 な る 年 代 の 人 、 あ る い は 外国 人 と 折り 合い を つけ な が ら 仕 事 を 進め る こと が で きる 
能力 が 必要 と な る 。 こ こ に は 、 自 ら の 意見 を 的 確 に 伝え る こと の で きる 能力 、 異 な る 意見 を 
傾聴 し ・ ま と め る 調整 能力 、 ひ いて は 外国 語 の 運用 能力 な ど が 含ま れる 。 

こう し た 広義 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 は 、 さ ま ざ ま な 共同 作業 を 実践 し て いく 過程 で 培 
われ で あろ う 。 
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6. 課題 の 探究 、 問 題 点 の 把握 、 解 決 策 の 立案 ・ 計 画 ・ 実 行 を 成し遂げ る 能 

現状 を 調査 し 、 問 題 点 を 見 出し 、 改 善 策 ・ 解 決 策 を 立案 ・ 計 画 し 、 そ れ を 最後 まで や り 遂 げ 
る 能力 が リー ダー に は 求め られ る 。 課 題 探 寺 、 問 題 発見 、 企 画 ・ 立 案 、 計 画 、 実 行 な ど の 能力 
に 加え 、 事 業 を 完遂 する に は その 計画 へ の 情熱 と リー ダー と し て の 貢 任 感 が 必要 と な る 。 
課題 探 完 能力 等 は 問題 解決 型 の トレ ー ニ ング を 積む こと で 修得 する こと が で きる 。 一 方 、 
情熱 に つい て は 、 立 案 か ら プ ラン 作り に 関わ る 度合 い に 応 じ て 、 ま た 、 責 任 感 に つい て は 、 
リー ダー と し て その 事業 を 任せ られ る こと に よっ て 生じ る と 思わ れる 。 

































































7. 危機 管理 能力 と 柔軟 な 思 

ここ で は 、 想定 外 の 事態 に 素早 く 対 応 し 、 情報 を 収集 し 、 状況 を 把握 し 、 決断 し て 実行 する 
と いっ た 一 連 の 能力 を 想定 し て いる 。 緊急 時 に は リー ダー に 決断 を 求め られ る た め 、 リ ー 
ダー は 常に 対応 策 を 準備 し て お く こ と が 肝要 で ある 。 

災害 や 事故 な ど が 発生 し て も 限ら れ た 資源 で 事業 の 継続 を 可能 に する BCP (Business 
Continuity Plan : 事業 継続 計画 ) を 企業 が 策定 し て いる よう に 、 平 時 か ら 常 に 緊急 時 に 備え 
て お く こ と は 可能 で あろ う 。 ま た 、 情 報 収 集 能 力 は 、 情 報 源 の 他 チ ャ ン ネ ル 化 や 有力 な ネッ 
トワ ー ク の 確保 に 務め る な ど で 強 化す る こと が で きる 。 状況 判断 と 決断 力 に つい て は 経験 に 
左右 され る 度合 い が 大 きそう で ある 。 

一 方 で 、 判 断 が 経験 に 基づく と は いえ 、 過 去 の 成功 事例 に と ら わ れ て 保守 的 に な っ た り 、 
現状 に 満足 する こと な く 、 状 況 に 応じ て 適切 か つ 柔 軟 に 対応 で きる 能力 を リー ダー は 持ち 合 
わせ て 欲し い 。 こ の 能力 は 、 イノベーション を 生み 出す 重要 な ファ クタ ー と も な る 。 

























































































8. 組織 の マネ ジメント 能力 と バラ ンス 感覚 
組織 を より 良く 動か す た め に も マネ ジメント 能力 は 欠か せな い 。 マ ネジ メン ト 能 力 を 発揮 
する た め に も 、 リ ー ダ ー は 組織 の 全体 像 を 把握 する 必要 が ある 。 現 場 を 知ら ず し て 指示 を 出 
す だ け で は 組織 は 動か な いし 、 近 視 眼 的 思考 で は 、 組 織 を 機能 させ る こと は で き な い 。 

マネ ジメント 能力 の 育成 に つい て は 、 ド ラッ カー⑨③ を は じ め 文 献 に は 事欠か な い 。 た だ し 
組織 を 揚 握 す る と いう こと は 、 そ こ に 所 属す る 構成 員 の 把握 で あり 、 人 間 の 把握 に ほか な ら 
な い 。 構 成員 の 個性 を 見 極め 、 適 材 適 所 で 構成 員 の 能力 を 引き 出す た め に も 、 人 間 を 見 抜く 
洞察 力 と 、 人 間 を 動か す た め の バラ ンス 感覚 を 備え て お きた い 。 

入 (3) :cf ピー ター・ 戸 ・ だ ラッ カー 7 マネ ジメント 一誠 緒 、 乾 條 、 実 践 , (71973)、 上 大 訪 年 融 、 
だ ラッ カー 名 寺 英 13~ 15 (上 上 訓 下 )、 ダ イヤ モン ド 社 、2008 

































































9 リー ダー シッ プ と フォ ロワ ー シ ッ プ 

リー ダー で ある 以上 は 、 リ ー ダ ー シ ッ プ を 理解 し 、 そ れ を 発揮 する 必要 が ある 。 

リー ダー シッ プ は 先天 的 な 才能 で あっ た り 、 体 験 的 に 身 に つけ る も の で ある た め 教 える こ 
と が で き な い と の 指摘 は 根強い が 、「 リ ー ダ ー シ ッ プ と は 学習 に よっ て 身 に つけ られ る 、 あ る 
い は 身 に つけ る る べき も の 」④ と いう 見 解 も 多い 。 

リー ダー は また 、 フ ォ ロ ワー シッ プ に つい て も 十分 理解 し て お く 必 要 が ある 。 リ ー ダ ー に 
な る 前 は 誰 で も フォ ロワ ー で ある た め 、 経 験 知 的 に フォ ロワ ー を 捉え る こと は で きる が 、 信 
頼 で きる フォ ロワ ー を 獲得 する に は 人 間 関 係 の 原則 を 学ぶ @⑤ こ と が 近道 で ある 。 フ ォ ロ ワー 
の 支持 びな けれ ば リー ダー シッ プ を 発揮 する こと は で き な い 。 

リー ダー に は さら に 、 周囲 へ の 配慮 と 、 フ ォ ロ ワー へ の 気遣い 、 優し さ (時 に は 毅然 た る 態 
度 ) が 求め られ る 。 リ ー ダ ー は 自ら 模範 的 に 行動 する だ け で な く 、 フ ォ ロ ワー へ の 気遣い と 
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信頼 、 人 間 的 優し さき を 備え て お く 必 要 が あろ う 。 

这 (4) :cfE シャ ロン ・ ダ ロッ ツ ・ パ パー クス 7 リー ダー シッ グ な 数 そえ ら れる 7 (ハー バー だ が ・ ケ ネネ ディス クー メル 鹿 
王 ) (2005)、 中 泪 苋 骨 静 、 ラ ンダ スム ハウ ス 詩 姜 な 、200Z 年 、p.3 

着 (52) : cf の ・ カ ー ネ ギ ー 7 人 を 且 み す ヵ 793 の 、 太 万 大 歌 、 前 元 共 、 新 装 斤 7982 


10. 次 世代 育成 能 

リー ダー は 教育 者 で あら ね ば な ら な い 。 組織 が 大 きく な る に つれ て 、 各 階層 で リー ダー が 
必要 に な る が 、 そ れ ら 次 世代 リー ダー を 育成 する の も リー ダー の 重要 な 役割 で ある 。 有 能 な 
リー ダー に は 次 世代 リー ダー を 育成 する 能力 が 求め られ る 。 

この 能力 は 、 リ ー ダ ー が 次 世代 育成 を 重視 する か し な いか に 左右 され る と 考え られ る が 、 
次 世代 の こと を 気 に か け な い リー ダー に は 次 世代 育成 能力 が な いと は 言い 切れ な い 。 そ の 気 
に な れ ば 次 世代 を 育成 する 能力 が 潜在 的 に 備わっ て いる 場合 も あろ う 。 基 本 的 に 、 リ ー ダ ー 
に 求め られ る 他 の 能力 や 資質 を 備え て いる リー ダー な ら 、 次 世代 育成 能力 も 備え て いる は ず 
で ある 。 


















































罰 リー ダー 育成 プロ グラ ム の 実現 に 向け て 


上 記 の リー ダー 像 な ら び に リー ダー に 求め られ る 能力 と 資質 は 、 地 域 を 牽引 し て 行く リー 
ダー の いわ ば 理想 像 で も や り 、 そ れ ら 全て の 能力 及び 資質 が な けれ ば は 地域 リー ダー と し て 認定 
し な いと いう 趣旨 の も の で は な い 。 

教育 プロ グラ ム の 実施 に あたっ て は 、 想 定 さ れる リー ダー 像 を 念頭 に 講義 や 演習 ・ 実 習 等 
を 配置 し て 頂け れ ば 幸い で ある 。 

な お 、3 月 11 日 の 東日本 大 岩 災 以前 と 以後 と で は 、 岩 手 の 地域 社会 を 率 引 し て 行く リー 
ダー の 位置 づけ が 変わ っ て いる 。 謀 災後 の リー ダー に は 、 地 域 復興 の 牽引 役 と し て の 役割 が 
求め られ て お り 、「 地 域 リ ー ダ ー 育 成 プ ログ ラム 」 に も 、 復 興 を 担う リー ダー を 育成 する 観点 
を 加味 し て 欲し い 。 

例え ば 、 危機 管理 、 防 災 、 医 療 、 都市 の 在り 方 、 地域 コミ ュ ニ ティ ー、 ボ ラン ティ ア 、 組 織 
論 な ど を 含む 科目 の 開講 や 、 地 域 復 興 に 実践 的 に か か わる 活動 を プロ グラ ム に 取り 込む な 
ど 、 復 興 を 担う 諸 活 動 を 通し て 、 地 域 の 牽引 者 た る リー ダー の 育成 に 取り 組ん で 欲し い 。 

また 、 コ ン ソ ー シ ア ム で の 人 材 育 成 は 、 学 生 が 対象 に な る こと は 当然 だ と し て も 、 リ ー 
ダー の 育成 と いう 観点 あら 、 一 般 社会 人 向け の プロ グラ ム も 構想 し 、 一 部 の 科目 で は 在学 生 
と 社会 人 が 共に 受講 ・ 実 践 で きる よう な 工夫 を され る こと が 望ま し い 。 



















































































三山 















































今回 の 岩 災 は 被害 地域 も 被災 者 数 も これ まで の 自然 災害 と は 桁外れ の も の で 、 今 だ 避難 所 
生活 を 余儀 な くさ れ て いる 方 々 も 少な く な い 。 ま だ まだ 復旧 ・ 復 興 が その 途 に つい た ば か り 
で は ある が 、 こ の よう な 非常 時 に こそ 地域 リー ダー が 強く 求め られ て いる 。 プ ログ ラム の 受 
講 生 は 、 カ リキ ュ ラ ム 内 容 の みな ら ず 、 非 常時 に お いて 人 々 が どの よう に 助け 合い 、 ど の よ 


うに 振る 舞っ た の か な ど 、 固 災 そ の も の か ら 多 く を 学び 、 貴 重 な 教材 と され た い 。 






































いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム の 構成 大 学 に は 多彩 な 学部 が あり 、 人 材 も 豊富 で ある こと 
か ら 、 そ れ ら の 大 学 が 協力 する こと で 、 多 方 面 に か か わる 復興 を 率 引 する 人 材 の 育成 は 可能 
だ と 思わ れる 。 そ うし た プロ グラ ム を 実現 する こと で 、 地 域 に 根ざす リー ダー が 次 々 に 暮 出 
され る こと を 祈念 する 。 
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【 付 言 】 


※ 「 間 茂 リーダー, と いう 名 次 に つい て 


今 司 の 腐 対 訪 閣 の 誰 容 か ら は 聞 府 し ます の で 、 以下 は 尋 足 で し か あり ませ ん が 、 謗 居 と な っ た 
名 移 に つい て 言及 し て お きま すず す 。 


宇 「 加 域 リ ワー ダー と いう 和 名 称 の 意 然 は 吾 錠 で きる る の の 、 や や る も る する と 、(《 怒 内 会 の ボス 的 存 
在 》 と 品 ライ メー ジ が 発行 する 娠 に が ある 。 産 学 人 覆 間 成 パー トナ チ ナー シッ プ (オブ ゲー バー: 
文部 箭 学 和 洛 、 砍 游 戎 类 洛 ) の 経堂 ・ 毎 理 人 が 分 広 会 が 区 成 22 年 4 玉 た 発表 し た 聞 告 娠 た な 、 
/ 硼 碾 大 落 话 床 化 人 机 | と いう 友 詳 が 使わ れ て お り 、「 如 虹 活 許 放 リーダー, と いら う よう だ 、 名 
区 を 長 誠 を する 方 巡る 考え られ る 。 


必 また を 、 失 委 の 郊 大 長 渉 秦 に 大 づ き 、 肪 委 倉 亡 長 合 を 議長 と する 1 旋 咏 一 人 凡人 机 育成 族人 进 会 
議 」 か ら 、 予 成 23 年 6 月 22 月 た 「 グ ロー バル 八 育 成 療 六 会 議 上 奈 まき と あめ ( 案 /, が き 
みて お り 、 そ こ で 災 わ ん て いる グロ ー バ ル 誠 に が 広 す る を た め の 7/ グ ロー バル 人 が と 皮 芝 す 
ば 、/ 落 蔵 リ ワー ダー, と いう 名 務 な 、 厩 旬 の 動き た 導 を 局 ゲ 砂 大 た 局 二 し た 大 応 き の 変 逐 と る 
解 欠 ざさ れ て し まう 。 





語 「 グ ロー バル 人 施 ,」 と 券 胃 ん し て / グ ロー カル リー ダー と ら う 名 聞 も る あり 大 る が 、/ グ ロー 
カル 」 の 北 秀 靖 が まだ 高く 女 い こと か ら す が 、 間 廊 の 細 線 を 外し て 、 伯 え だ / 共 茨 を 妃 り 盛 
く リー ダー, な ど 、 攻 た 女 共 点 で 名 聞 を 考え る こと る 一 穴 で あろ 2 う 。 

補 さら だ 、/ 甚大 綴 蘭 活 族 を 人 が , や / グ ロー バル 人 が , に 移ら れる よう だ 、「 リー ダー と ら う 
名 世に こだわ る こと な ぐ 、/ へ 人 人 が / と 訪 素 た する こと も る 焼 床 た 値する と 大 われ る 。 
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平成 22 年 6 月 17 日 


いわ て 未来 づく り 機 構 
第 4 作業 部 会 座長 後藤 尚 人 様 


いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 
運営 委員 会 委員 長 玉 真 之 介 


地域 リー ダー 像 の 検討 に つい て (依頼 ) 











ぃ いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム は 、 岩 手 に 足場 を 置く 高等 教育 機関 の 共同 事業 体 と し て 、 
地域 の 中 核 を 担う 人 材 育成 の た め の 「 地 域 リ ー ダ ー 育 成 プ ログ ラム 」 開 発 に 取り 組む こと と 
し て お り ま す 。 

この プロ グラ ム の 開発 に あたり 、 岩 手 の 地域 社会 を 率 引 し て いく リー ダー 像 と 求め られ る 
能力 や 資質 等 に つい て 、 各 界 の 有識者 の 方 か ら 幅 広く 意見 を 伺う 必要 が ある と 考え て お り ま 
































貴 作業 部 会 は 、 産 ・ 学 ・ 官 各界 か ら 幅 広く 委員 を 結集 し 、 地 域 力 を 支え る 人 材 育成 事業 に 取 
り 組ま れ て いる こと か ら 、 上 記 の リー ダー 像 と 能力 ・ 資 質 等 に 関す る 適切 な ご 提言 を いた だ 
ける も の と 確信 し 、 下 記 の と お り 依 頼 す る 次 第 で す 。 


























【 依 頼 事項 】 
* 岩手 の 地域 社会 を 牽引 し て いく リー ダー 像 と 求め られ る 能力 や 資質 等 に つい て 
(「 地 域 リ ー ダ ー」 と いう 表現 に こだわ る も の で は あり ませ ん 。) 














【 検 討 期 限 】 
米 平成 22 年度 末日 





【 検 討 結 果 】 
* 文書 で ご 報告 を 願い ます 。 (書式 の 指定 は あり ませ ん ) 
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いわ て 未来 づく り 機 構 : 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育 成 」 作 業 部 会 : 勉強 会 20100802 p.] 


第 1 回 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 の た め の 勉 強 会 まとめ 


【 依 頼 の ポイ ント 】 


これ まで の 活動 の 概略 (目的 や 活動 実績 ) と 特に 苦労 し た 点 は 何 か 
「1.」 の 活動 を 振り 返り 、 何 を 大 切 に し て きた か 、 何 に 注意 を 払っ た か 


同じ 道 を 志す 若者 に 対し 、 助 言 する と すれ ば 、 何 を 伝え た いか 
. 岩手 を 元気 に する た め に は 、 今 、 何 が 不足 し て いる と 感じ て いる か 、 ど ん な 
取り 組み が 必要 と 感じ て いる か 





日 時 : 平成 22 年 度 8 月 2 日 (月 ) 15:00~16 : 10 
場所 : アイ ー ナ キャ ン パ ス 学習 室 5 

ゲス ト : 岩渕 明 岩手 大 学 理事 (地域 連携 ・ 国 際 連 携 担当 ) ・ 副 学長 

リー ダー 像 : 産学 官 連携 リー ダー 

参加 者 : 17 名 (いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 委 員 、 ゲ スト スピ ー カ ー 含 む ) 





【 概 要 】 
央 渕 明 岩手 大 学 理事 より 、 氏 が 作成 され た 資料 「 地 域 リ ー ダ ー 像 へ の 提言 」 に 沿っ て 、 




















1. これ まで の 活動 : 

一 摩 写 学 遠 閥 を 通し て っ て きた /Z つ の 主要 裏 業 か ら 、(7) ネッ ム ワ ー ク の 劇 成 、(②) 研究 
盛 発 人 が の 差 成 、(③) 広 芳 人 な ちの づく ぐ く ク 人 が の 萌 成 、 の 3 店 を 券 天 た 説 万 

(1) INS は 「 新 撰 組 」? ~ 岩手 大 学 の 印象 人 な し 、 物 な し 、 金 女 し 、 且 店 度 あ ク 





一 启 楼 感 在 攻 > 左 大 学 凸 卡 厅 四 有 而 OD 会 : よ ぞ 論 の 目 & 訪 来る と と か ら す ぐ 動 へ 
(2) 金 型 技術 研究 セン ター 及び 大 学院 金 型 ・ 鋳 造 工学 専攻 の 設置 
大 学院 設置 ~ 金 型 ・ 和 鋳造 大 学院 の 目標 ~ 大 学院 運営 に お ける 地域 と の 連携 
一 北上 友 と の 訪 定 や 経 産 人 深 の 支 胡 に より 、 外 か ら 座 部 を 変え る 。 大 学府 運営 は 企業 ち 周 わ 
り 、 好 域 の ニー ズ を 反 該 させ た 。 








(3) 岩手 マイ スタ ー 事 業 ~ 地域 再生 人 材 創 出 「21 世紀 型 も の づく り 人 材 岩手 マイ 


スタ ー 育 成 」 っ > ノウ ハウ や 殊 人 象 を 分 放 ・ 者 人 桂 し て 論 吾 的 方 法 た 活かす 総 
2. 大 切 に し て きた こと っ つ 人 の た め た に 、 人 の ネッ トワ ー ク を 義 析 














3. 同じ 道 を 志す 若者 に 対し 、 助 言 す る と 
ー 上 缶 ら の コア ( 栈 ) を 茸 つこ と っ そ 九 が 郊 所 大 療 と な り 、 上 哲 依 と な る 
つっ ネッ トワ ー ク の 頂 築 と 縦 崎 一 座 局 する 和信 が 上 葵 ま ク 、 弟 逢 力 と な る 
岩手 を 元気 に する た め に 
つ 若手 の 符 茂 ・ た ピッ ク を 其 つ 
つ 冶 者 の 芝 誠 た 対す る 在 定 、 意 識 故 才 : / も ら う , か ら / 攻 る , へ 





に つい て の 説明 が あっ た 。 
その 後 、 参 加 者 と の 意見 交換 に 移り 、 以 下 の よ うな ポイ ント が クロ ー ズ アッ プ さ れ た 。 
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いわ て 未来 づく り 機 構 : 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育 成 」 作 業 部 会 : 勉強 会 20100802 p.2 


意見 交換 】 
米 「 よ そ 者 の 眼 」 に つい て 
一 よそ 者 の 利点 と し て 、 地 域 を 客観 的 に 見 る こと が で き 、 知 り 合 い が い な い の で ネッ ト 
ワー ク を 作ろ うと いう 志向 が 働く 。 
一 同じ 地域 に 住み 続け て いる と 、 そ の 地域 で 小さ く で き 上 が っ て し まう 。 
一 地域 リー ダー に は 多様 な 視点 や 価値 感 が 必要 と な る た め 、 外 に 出る こと が 重要 
っ 教育 プロ グラ ム と し て は 、 地 域外 へ 出る 研修 や 外部 と の 交流 を 盛り 込む こと が 肝要 


ネネ ットワーク に つい て 
一 同じ 危機 感 や モチ ベー ショ ン を 共有 する こと が ネッ トワ ー ク 作り に は 大 切 
一 ヒエ ラル キー は 内 向き だ けれ ど 、 ネ ットワーク は 外 へ 外 へ と 広がっ て いく 
っ イン ター ネッ ト 上 で 1ICT を 活用 し た ネッ トワ ー ク 作り も 効果 的 で ある が 、 バ ー チ ャ ル 
な 結び つき で は な く 、 リ アル な 人 間 関 係 が 基本 に ある 。 
つっ ネッ トワ ー ク で 繋が っ た 同志 を 大 切 に する 。 
※ 若 者 の 反応 に つい て 
っ どの 時 代 に も 、 や る 気 の あ る 人 は いる は ず で 、 ま ず は そう いっ た 人 を 見 出す こと 。 


米 岩手 (地域 ) へ の こだわ り に つい て 
一 特定 の 地域 へ の こだわ り は 特に 必要 で は な い 。 地域 リー ダー は 、 ど の 地域 へ 行っ て も 
そこ の 地域 の リー ダー と し て 活動 で きれ ば いい 。 
























































ネネ リーダー に つい て 
一 本 音 で 語る こと が 信頼 関係 を 生む 。 


【 ま と め )】 

第 1 回 の 勉強 会 と し て 、 今 後 の ス タイ ル を 確立 する 上 で も 貴重 な 会 合 と し な っ た 。 リ ー ダ ー 
シッ プ に 関す る 文献 で は あま り 触 れ ら れ て いな い 「 よ そ 者 の 眼 」 や 「 ネ ットワーク 作り 」 に つ 
いて 貴重 な ご 意見 を 伺う こと が で きた 。 

今後 、 毎 月 1 回 ペー ス で 、 参 加 者 数 に こだわ る こと な く 、 リ ー ダ ー 像 (分野) を 変え な が 
ら 実 施し た い 。 
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いわ て 未来 づく り 機 構 : 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育成 」 作 業 部 会 : 勉強 会 20100828 p.] 


第 2 回 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 の た め の 勉 強 会 まとめ 


【 依 頼 の ポイ ント 】 
これ まで の 活動 の 概略 (目的 や 活動 実績 ) と 特に 苦労 し た 点 は 何 か 
「].」 の 活動 を 振り 返り 、 何 を 大 切 に し て きた か 、 何 に 注意 を 払っ た か 
同じ 道 を 志す 若者 に 対し 、 助 言 する と すれ ば 、 何 を 伝え た いか 
岩手 を 元気 に する た め に は 、 今 、 何 が 不足 し て いる と 感じ て いる か 、 ど ん な 
取り 組み が 必要 と 感じ て いる か 


se ON 








日 時 : 平成 22 年 度 8 月 28 日 ( 土 ) 14 : 30~16 : 00 

場 所 : 岩手 大 学 地域 連携 推進 セン ター 会 議 室 

ゲス ト : 中 村 哲 雄 中 村 牧 場 ・ 中 村 家 畜 診 療 所 所 長 (前 葛巻 町 長 ) 
リー ダー 像 : 地方 自治 体 首 長 
参加 者 : 12 名 (ゲス トス ピー カー 含む ) 











【 概 要 】 

当日 13 時 より 第 19 回 INS 夏季 講演 会 が 行わ れん 、 中 村 氏 が 「 持 続 可能 な コミ ュ ニ ティ ー 
づく り 実 践 学 」 と 題し て 、 葛 巻 町 長 時 代 の 取り 組み に つい て 講演 され た 。 勉 強 会 で は その 講 
演 を 受け て 、 準 備 頂い た 資料 「 逆 境 が 創造 の 原点 株 式 会 社 葛巻 町 の 挑戦 」 及 び 「 持 続 可能 
な 地域 づく り を 目指 し て て ミル ク と ワイ ン と クリ ー ン エネ ルギー の 町 葛巻 町 」 は 参照 程度 
に と ど め 、 中 村 氏 自身 が 受け た 教育 ・ 人 材 育 成 に つい て 最初 に ご 説明 頂い た 。 


【 人 材 育成 に つい て 】 

中 村 氏 が 葛巻 町 の 職員 と な っ て 間 も な い 頃 、 当 時 の 高橋 吟 太 郎 町 長 が 、 今 後 は 酷 農 と 
林業 に 重点 的 に 取り 組む と いう 方 針 を 打ち 出し 、 牙 農 で は 社団 法人 葛巻 町 畜産 開発 公社 
を 設立 し て 大 規模 な 公共 牧場 経営 に 乗り 出し た 。 そ の 際 、 役 場 職員 の 経営 で は な く 、 小 
岩井 農場 か ら 専 務 理 事 を 招 嶋 し て 、 徹 底 的 に 民間 の 経営 手法 を 取り 入れ る と 同時 に 、 職 
員 に 民間 の 経営 感覚 を 植え 付け た 。 2 代 の 専務 理事 に 仕え た 後 、 中 村 氏 が 3 代目 の 専務 
理事 と な り 、 そ れ ら の 経験 ・ 研 鏡 を 活か し て 、 後 に 中 村 氏 は 葛巻 町 長 に 選ば れ た 。 

葛巻 町 が 目指 し た も う 一 方 の 林業 で は 、 ワ イン の 製造 方 法 を 学ぶ た め 、 鈴 木 重男 氏 
( 現 葛巻 町 長 ) が 当時 の 国立 農業 試験 場 へ 派遣 され 、 く ず ま き ワ イン の ブラ ンド 確立 に 尽 
力 さ れ た 。 

中 村 氏 も 、 鈴 木 氏 も 、 当 初 か ら 町 長 に な る た め の 帝 王 学 を 学ん だ と いう わけ で は な く 、 
牧場 経営 な どの 「 事 業 」 を 成功 に 導く た め に 尽力 し 、 ノ ウ ハ ウ を 積み 上 げた こと が 、 後 
に 自治 体 の トッ プ と な る べく リー ダー に な り 得 た と いう 。 

成功 の た め の 方 程 式 は な い が 、 夢 の 実現 に 向け て 、 ぶ れ な い 熱 意 と 情熱 を 持ち 続け る 
こと の 重要 性 を 力説 され た 。 







































































































































































その 後 、 参 加 者 と の 質疑 応答 に 移り 、 以 下 の よ うな ポイ ント が クロ ー ズ アッ プ さ ね れ た 。 
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【 質 疑 応答 】 

水分 か りや すい キー ワー ド で 表現 する コツ に つい て 

一 上 に 立つ も の は 全体 を 把握 で き な い と いけ な い 。 例 えば 上 位 の 有段者 が 初段 を 相手 に 
戦う と する と 、 上 位 の 有段者 は 相手 の 実力 が 初段 クラ ス だ と 見 抜く こと が で きる が 、 初 
段 か ら は 相手 が 自分 より 上 だ と は 分 か っ て も 、 何 段 の 有段者 な の か は 分 か ら な い 。 こ の 
よう な 考え を 畜産 開発 公社 時 代 に 学ん だ 。 分 か りや すい 表現 に な っ て に いる の は 、 全 体 が 
見 えて くる と 、 適 切な キー ワー ド が 浮か ぶ か ら で は な いか 。 




















ネネ リーダー と し て 人 を 動か す 際 の 秘訣 に つい て 
っ どの よう な 組織 に 対し て も 、 率直 に 話 が で き 自 分 の 考え を 理解 し て くれ る 人 を 3 人 は 持 
ち た い 。 同 時 に 現場 の 末端 で 仕事 を し て いる 人 の 心情 を 流 む こと が 重要 。 上 に 立つ も の 
は 200 人 くら い の 部 下す べ て を 掌握 で き な い と いけ な い 。 


























玉 若 い 世 代 へ の 助言 は 
っ 人 の まね を し て いて は いけ な い 。 
一 成功 の 種 は 現場 に ある の で 、 課 題 を 解決 する た め の 起 業 家 精 神 を 持っ て 欲し い 。 








ネリ ー ダ ー の 育成 に つい て 
一 当初 か ら 持 続 可能 な コミ ュ ニ ティ づく り を 意識 し て 様々 な 事業 を 展開 し て きた わけ で 
は な く 、 事 業 を 成功 させ る こと が 結果 的 に 持続 可能 性 に 繋が っ て いる 。 同様 に 、 人 材 育 
成 に つい て も 、 初め か ら リ ー ダ ー 育 成 と いう の で は な く 、 個 々 の 「 事 業 」 を や り 遂 げ る こ 
と を 課せ ば 、 事 業 遂 行 の プロ セス の 中 で リー ダー シッ プ が 身 に つく の で は な いか 。 






































* 岩 手 県 全体 を みた 時 に 思う こと は 
つ 人 材 育成 が きち ん と な され て いな い 自 治 体 が 目 に つく 。 第 三 モ クタ ー の 統合 が な され 
る の は 、 そ れ ぞ れ の 事業 を や り 遂 げ る た め の 内 部 人 材 が 欠如 し て いる 場合 が 多い 。 次代 
を 担う 若い 世代 に は 、 教 育 プ ログ ラム と し て 結果 を 出せ る よう な 仕事 を 与え る 必要 が あ 
る 。 














玉 大 学 へ の 注文 
一 潜在 能力 の ある 人 が 入学 で き な い よう な シス テム に な っ て いな いか どう か 検証 し て ほ 
し い 。 


【 ま と め 】 

地方 へ の 交付 税 交付 金 が 8 年 間 で 50 億 円 も 減額 され る 時 期 に 町 長 を 務め られ 、 そ の 逆境 
を バネ に し つつ 、 《 株 式 会 社 》 葛巻 町 を 黒字 経営 に し て 活性 化 さ れ た 手腕 に 基づく 説得 力 の あ 
る 講演 と 勉強 会 で の お 話 か ら 、 多 く の 示 唆 を 受け る こと が で きた 。 
資本 力 で は な く 、 夢 と 情熱 と 実行 力 が あれ ば 地域 は 活性 化 で きる と いう 指摘 に 、 リ ー ダ ー 
の ある べき 姿 を 示し て 頂い た 。 
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第 3 回 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 の た め の 勉 強 会 まとめ 


【 依 頼 の ポイ ント 】 
これ まで の 活動 の 概略 (目的 や 活動 実績 ) と 特に 苦労 し た 点 は 何 か 
「] .」 の 活動 を 振り 返り 、 何 を 大 切 に し て きた か 、 何 に 注意 を 払っ た か 
se 助言 する と すれ ば 、 何 を 伝え た いか 
娠 手 を 元気 に する た め に は 、 今 、 何 が 不足 し て いる と 感じ て いる か 、 ど ん な 
i 


OO 








日 時 : 平成 22 年 度 9 月 30 日 ( 木 ) 15:00~16:10 

場所 : アイ ー ナ キャ ン パ ス 学習 室 5 

ゲス ト : 両 川 い ずみ NPO いわ て 子育て ネッ ト 副 理 事 長 ・ 事 務 局長 
リー ダー 像 : NPO 主宰 

参加 者 : 12 名 (ゲス トス ピー カー 含む ) 








【 概 要 】 
両 川 い ずみ 氏 よ り 、 氏 が 作成 され た 資料 「 議 せ の 種 を 時 く 人 へ 地域 リー ダー の 育成 て 」 
に 沿っ て 、 上 記 依 頼 の ポイ ント ご と に 以下 の よう な 説明 が あっ た 。 


【 人 材 育成 に つい て 】 
1. これ まで の 活動 の 概略 (目的 や 活動 実績 ) と 特に 苦労 し た 点 は 何 か 
* テ ニス 選手 と し て 活躍 され て いた 時 代 : カル チャ ー 主 婦 一 45 歳 頃 に 転機 : 社会 に お ける 居 
場所 へ の 意欲 一 ケー ブル テレ ビ で の 番組 作り を 通し て 有名 人 か ら オ ー ラ を 受け る 一 や り た 
い ぃ 仕事 と の ずれ を 認識 一 女性 の 自立 ひ た め の 活動 、 子 供 向け 地域 活動 な ど を 手がけ る 一 
NPO 法 の 制定 と と も に 、 岩手 で の NPO 作り に 参画 っ H 13 年 に いわ て NPO フォ ー ラ ム 21 
理事 に 就任 一 H16 年 に いわ て 子育て ネッ ト 理 事 就任 、H17 年 副 理事 件 事務 局長 と な る 。 
育て ネッ ト で は 、 厚 生 労 働 省 の 緊急 サポ ー ト ネッ トワ ー ク 事業 を は じ め 、 多 く の 委 
事業 、 自 主事 業 を 展開 し て いる 
活動 は どれ も 面白 か っ た の で 、 苦労 し た と は 思わ な い 。 た だ し 、 こ れ ま で の 活動 
自分 を 支え て くれ る 人 が いた か ら で き た :「 支 えて くれ る 人 」 の 必要 性 


「] .」 の 活動 を 振り 返り 、 何 を 大 切 に し て きた か 、 何 に 注意 を 払っ た か 
* テ ニス で は 勝つ こと で その 味 を 覚え る ろ る こ と が で きた 。 と こと ん や っ て みる と 完璧 で は な い 
























































































































































を 知り 、 か つ 信 じ ら れ る 自分 を つく る こと が で きる 一 自分 の 得意 ・ 不 得意 が 分 か る 
* 自 分 より 優れ た 人 を 仲間 ・ ス タッ フ に 入れ る こと が 重要 。 
* 人 に は リー ダー タイ プ と リー ダ を 支え る タイ プ が あり 、 そ れ ら は 両輪 と な っ て 機能 する 。 

















同じ 道 を 志す 若者 に 対し 、 助 言 す る と すれ ば 、 何 を 伝え た いか 
* テ ニス は 自分 に と っ て は 道場 で や っ た 。 一 どう いう 人 に な り た い の か 、 目 の 前 の 目的 を 
し 、 和 失敗 を 恐れ ず ま ず や っ て みる こと が 重要 一 やり遂げ た 時 の 達成 感 を 大 事 に する 。 
* 集 中 力 の も ちと に ブレ な いこ と ご 安心 感 を 持た せる こと が で きる 
* 自 分 を 支え て くれ た 人 、 自 分 の 「 運 が いい こと 」 に 感謝 
4. 岩手 を 元気 に する た め に は 、 今 、 何 が 不足 し て いる と 感じ て いる か 、 ど ん な 取り 組み が 必要 と 
感じ て いる か 
* 郷 土 へ の 愛着 、 好 奇 心 、 人 を 支え る 価値 観 、 幸 せ に な ろう と いう 意識 な ど が 必要 
* ネ リー ダー は 辛 せ の 種 を 時 く 人 、 剛 いた 種 を 育て る の は リー ダー を 支え る 人 
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その 後 、 参 加 者 と の 意見 交換 に 移り 、 以 下 の よ うな ポイ ント が クロ ー ズ アッ プ さ れ た 。 

【 意 見 交換 】 

*※ 活 動 を 通し て 男女 間 の 差 に つい て 感じ る こと は ? 

一 女性 だ か ら と いう 点 や 、 男 社会 だ と 感じ る こと は ある 。 が 、 ま いい や と 思っ て いる 。 
一 男性 社会 で は 、 男 性 は 社会 に 適応 する よう に 訓練 され て いる 。 が 、 女 性 は その 点 で は 
も う 少 し 自由 で 、 型 に は ま ら な い 考 え 方 が で きる 。 も っ と も 、 そ の た め に は 一 人 で 眼 想 
する こと も 必要 で ある が .… 


※ 自 分 の タイ プ を 見 極め る こと に つい て 
一 いろ ん な タイ プ の リー ダー 像 が あり 、 自 分 の 得意 な 部 分 を 出せ ば いい 
っ 何 も な いと ころ に 何 か を 作る タイ プ と か .… 
一 10 年 経つ と 風向 き が 変わ る : や り た いこ と が 変化 する こと も ある 。 
一 自分 の タイ プ を 見 極め 、 リ ー ダ ー に な っ た 時 に どう 振る 舞う か と いう スキ ル も 身 に つ 
け て お く こ と も 重要 。 

* 幸 せ に つい て 
一 辛 せ に な る た め に は 何 を し な けれ ば な ら な いか を 考え る 一 辛 せ に は 一 人 で は な れ な い 
一 みん な が 幸せ で な けれ ば 自分 も 幸せ す に な れ な い 。 つ … 活動 する と 自分 も 幸せ 、 相 手 も 幸 
せ に な る と いう 価値 観 が 必要 一 活動 が 達成 され た 時 に 辛 せ 感 を 知る こと が で きる 。 

ネ * ネ リー ダー と リー ダー を 支え る 仕組 み 
っ リー ダー が リー ダ と し て 活動 で きる た め に は 、 リ ー ダ ー を 支え る 応援 団 が 必要 。 
っ リー ダー も ゃ 完璧 な 人 間 で は な いっ リー ダー に な い 能 力 を 持つ スタ ッ フ を 集め られ る か 
どう か が 重要 。 














































































































【 ま と め 】 

NPO の 諸 活動 を 精力 的 に 展開 され て きた リー ダー で ある 両 川 氏 か ら は 、 成 功 の 秘訣 の ひ 
と つと し て 、 自 分 を 見 極め る こと や 、 リ ー ダ ー を 支え る スタ ッ フ ・ 応 援 団 を 持つ こと の 重要 性 
を ご 指摘 頂い た 。 自 分 の 「 運 が いい こと 」 に 感謝 され る と の こと で あっ た が 、 運 を 引き 寄せ る 
の は 絶え 間 な い 努 力 の 結果 で ある こと 、 自 身 を 支え て くれ る 応援 団 が 集まる の も 偶然 で は な 
く 、 リ ー ダ ー と し て の 吸引 力 が ある か ら で あ ろう 。 
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第 4 回 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 の た め の 勉 強 会 まとめ 


【 依 頼 の ポイ ント 】 
1. 岩手 県 の 職員 を 対象 と し た 人 材 育成 に 関す る 取り 組み の ご 紹介 
2. 人 事 総 括 課長 の お 立場 か ら 県 職員 に 求め る 資質 等 に つい て 
3. 職員 に 対す る 人 材 育 成 プ ログ ラム を 計画 する 際 に 、 プ ログ ラム ご と に 目的 は 異な る と 思 
われ る が 、 全 て の プロ グラ ム に 共通 する 目的 は ある の か 、 あ る 場合 は その 目的 と は 何 か 
4. 岩手 を 元気 に する た め に は 、 今 、 何 が 不足 し て いる と 感じ て いる か 、 ど ん な 取り 組み が 
必要 と 感じ て いる か 

















日 時 : 平成 22 年 度 11 月 1 日 (月) 15:00~16 : 20 
場所 : アイ ー ナ キャ ン パ ス 学習 室 5 

ゲス ト : 浅沼 康 揮 岩手 県 総務 部 人 事 統括 課長 

リー ダー 像 : 地方 自治 体 ・ 行 政 職 リ ー ダ ー 

参加 者 : 12 名 (ゲス トス ピー カー 含む ) 





【 概 要 】 

浅沼 康 挿 氏 よ り 、 氏 が 作成 され た 資料 「 想 い を 形 に 地域 を 元気 に て 県 の 人 材 育成 と 私 の 
想い ぃ 『 す べ て は 光る 』」 ぐ て 」 及 び 「『 人 的 資源 の 価値 を 高め る 組織 の あり 方 』」 の 提案 」( 地 域 振 
興部 ・ 県 土 整 備 部 H20.2.19) に 沿っ て 、 以 下 の よ うな 説明 が あっ た 。 




















【 県 職員 の 育成 等 に つい て 】 
1~2. 岩手 県 の 組織 と 職員 定数 、 そ の 推移 
* 平 成 10 年 以降 職員 数 は 減少 し て いる 。 知事 部 局 で は 、 平成 15 年 の 5,000 人 規模 が 、 
年 で は 現 員 で 4,500 人 程 に な っ て お り 、 業 務 の 効率 化 が 求め られ て いる 。 
3. 職員 育成 ビジ ョ ン (H21.3) 
* 組 織 の パー フォ マン ス を 向上 する た め 、 人 材 育成 研修 の 再 構築 、 職 員 の 自己 実現 の 支援 強化 、 
責任 ある 行動 の 促進 、 成 果 重 視 の 見 直し 等 を 行っ て いる 。 
4. 職員 の モチ ベー ショ ン 向 上 
* 職 員 の 資質 や マネ ジメント 能力 の 危機 意識 か ら 、「 人 的 資源 を 高め る 組織 の あり 方 」 の 提案 を 
行う 。 
一 組織 面 : 人 材 育成 を 組織 の ミッ ショ ン と し 、 部 下 育成 の 基本 スキ ー ム を 構築 
っ モチ ベー ショ ン : 職員 の 自己 実現 を 尊重 し て 能力 を 伸長 させ る 風土 作り 、 現 場 主義 を 徹底 
し て 県 民 の 声 を 肌 で 感じ る 機会 の 増加 、 昇 任 基準 の 明示 、 業 務 の 視 え る 化 
5. これ まで の 多様 な 県 職員 歴 
6 と 8. 想い を 形 に する 
* 現 場 の 視点 で : 熱い 想い 一 実際 の 形 に する 一 地域 が 動き 一 地域 が 元気 に な る 
* 前 向き に チャ レン ジ 精 神 で 、 シ ンプ ル に 、 笑顔 を 絶やさ ず 、 ア ン テ ナ を 高く し て 、「 す べ て は 光 
る 」( < 誰 に で も 伸ばす こと の で きる 長所 が ある ) が 人 材 育成 の 基本 
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その 後 、 参 加 者 と の 意見 交換 に 移り 、 以 下 の よ うな ポイ ント が クロ ー ズ アッ プ さ れ た 。 
意見 交換 】 


*※ 県 職員 の 人 材 育成 は 、 各 職場 と 周り な が ら ジ ェ ネ ラリ スト を 育成 し て いる よう だ が .… 
一 事務 系 は その 傾向 が ある が 、 技 術 系 は スペ シャ リス ト と し て の 専門 性 が 高い 
つっ も っ と も 、 技 術 系 で も ジェ ネ ラ リス ト に な る こと も あり 、 両 者 と も 必要 で あろ う 
一 ジェ ネ ラ リス ト し て も 、 回 る 職場 は 概ね 7 て 8 ヶ所 くら い 

玉 職 員 の 意欲 や マネ ジメント 能力 な ど に つい て 
> 企画 


























室 の よう な 部 所 で あれ ば 、 職 員 は 意見 を 出し や すい で あろ う が 、 そ う で は な い 部 
所 に つい て は 、 担 当 の 上 司 が 部 下 の 能 力 を 伸ばす よう に 向かわ せる 必要 が ある 。 
一 上 司 は 部 下 の 個性 まで 見 抜い て 全体 を マネ ジメント する 


玉 県 庁 の 職場 の 雰囲気 は 自由 に 言い た いこ と が 言え る 場 と な っ て いる か 
一 職員 に 話せ と 言っ て も な か な か 話し て も ら え な いこ と も ある の で 、 
る 場 や 機会 を 作る こと で 、 い ろ ん な 意見 を 聴き か つ 自 
飲み 会 の 機会 が 減っ て き て いる と いう こ 




















職員 が 県 民 と 接 す 
ら の 意見 も 持て る よう に な る 。 








は 


つっ この ご 時 世 な の で 、 飲 み 会 の 回 数 は 減っ て き て いる よう だ 。 各 職場 で の 雰囲気 作り は 
上 司 に よる と ころ も 大 きい 。 





* 職 員 の 資質 向 ト に つい て は どの よう な 研修 が な され て いる か 
一 職位 や 職種 別に 多様 な 研修 プロ グラ ム を 実施 し て いる 。 
> 専門 職 用 は 研修 の 目的 が 明確 で 、 事 務 系 ・ 総 合 職 系 に 


ル や マネ ジメント ・ ス キル な どの 研修 も 実施 し て いる 。 























は 、 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン ・ ス キ 




















っ その よう な 研修 プロ グラ ム 以 外 に 、 パ ワ フ ル な 県 民 と 一 緒 に 仕事 を し た りす る こと で 
能力 が 伸び る こと が 多い よう に 思え る 。 地域 に 育て て 頂く と いう 部 分 が 多い 
玉 コ ン ソ で は 地域 リー ダ 育 成 プ ログ ラム を 構想 し て いる が 、 求 め ら れる 人 材 像 は 

一 地域 の 人 々 の 熱い 思い を サポ ー ト で きる 人 材 が 必要 


水 岩 手 の 活 性 化 の た め に 必要 な の は 






































つっ 人 と 人 の ネッ トワ ー ク 、 き づな が 重要 だ と 思わ れる 。 


【 ま と め 】 





人 材 育 成 に つい て は 、 職 員 の モチ ベー ショ ン を 向上 させ る た め の 組 織 作り に 取り 組ま れ 、 
組織 の ミッ ショ ン と し て 、 役 職 に 応じ た 役割 の 明確 化 、 部 下 育成 方 針 の 設定 、 評 価 制度 の 見 
直し な ど 、 人 的 資源 の 価値 を 高め る 組織 作り の プロ セス が 理解 で きた 。 

加え て 、 県 民 と 接する こと で 刺激 を 受け て 成長 する こと の 重要 性 や 、 後 進 の 指導 に あたっ 
て は 、「 す べ て は 光る 」( 詩 作 : 坂 村 真 民 ) に 込め られ た 部 下 に 対す る 思い や り と 上 司 の 心得 を 
示し て 頂い た 。 
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第 5 回 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 の た め の 勉 強 会 まとめ 


【 依 頼 の ポイ ント 】 
これ まで の 活動 の 概略 (目的 や 活動 実績 ) と 特に 苦労 し た 点 は 何 か 
「].」 の 活動 を 振り 返り 、 何 を 大 切 に し て きた か 、 何 に 注意 を 払っ た か 
同じ 道 を 志す 若者 に 対し 、 助 言 する と すれ ば 、 何 を 伝え た いか 
岩手 を 元気 に する た め に は 、 今 、 何 が 不足 し て いる と 感じ て いる か 、 ど ん な 
取り 組み が 必要 と 感じ て いる か 


I 











日 時 : 平成 22 年 度 12 月 13 日 (月 ) 15 :00~16 : 30 
場所 : アイ ー ナ キャ ン パ ス 学習 室 5 

ゲス ト : 村井 良隆 あさ 開 代表 取締 役 社長 

リー ダー 像 : 企業 経営 者 

参加 者 : 8 名 (ゲス トス ピー カー 含む ) 


【 概 要 】 
村井 良隆 氏 よ り 、 氏 が 作成 され た 資料 「 伝 統 と 革新 」 に 沿っ て 、 以 下 の よ うな 説明 が あっ 
た 。 
1. 社長 に な る 経緯 に つい て 
* 村 井 家 の ル ー ツ は 370 年 ほど 前 の 近江 商人 に 遡る 。 明 治 4 年 (1871 年 ) に 、7 代目 が 新しい 
時 代 の 幕開け に 「 あ さき 開 」 と いう 名 で 酒屋 を 始め 、 良 隆 氏 で 5 代目 と な る 。 
* 1995 年 に 37 歳 で 社長 と な り 、 当 時 の 年 商 は 17 て 18 億 円 、 2 年 目 で 20 億 と な る 。 
2. 日 本 酒 の 現状 
* こ こ 30 年 で 日 本 酒 の 消費 量 は 3 分 の 1 に な っ て お り 、 社 長 就任 3 年 目 か ら 業 績 は 悪化 し た 。 
当初 は こん な 時 代 (市 場 が 半減 し た 頃 ) に .… と 悩ん だ が 、 京セラ の 稲盛 和夫 氏 が 主宰 する 「 盛 
和 塾 」 に 参加 し 、 稲 盛 氏 か ら 教 え を 受け 、 奮 起す る 。 
* 日 本 酒 の 市 場 調査 を 実施 する 。 
3. 日 本 経営 品質 賞 と の 出会い 
* 日 本 経営 品質 賞 (JQA : Japan Quality Award) に つい て 勉強 を 始め た 頃 、 あ な た の 会 社 は 成 
岡 に 必要 で すか 」 と 問わ れ 、 地域 に と っ て 必要 な 会 社 に な る こと の 必要 性 を 実感 する 。( 後 に 、 










































































岩手 県 経営 品質 協議 会 を 設立 する 。) 


4. 私 た ちの お 客 様 は 誰 ??? 
* 社 員 全 員 で 討論 し 、 そ れ ま で 、 和 卸 業 者 や 酒屋 を 相手 に 商売 を し て いた が 、 実際 に お 酒 を 飲ん で 
くれ る 人 が 「 客 」 で ある と さと る 。 
* 新 し い ビ ジネス モデ ル の 確立 
つづ 酒 と いう 商品 を 、「 も の 」 か ら 「 こ と 」 で 捉え 、「 す べ て の お 客 様 の 食 の 場 に お ける 『 喜 び 』 
『 楽 し み 』『 く つろ ぎ 』 に 貢献 いた し ます 」 と いう 経営 理念 を 確立 し た 。 
5. 企業 30 年 说 : 創造 的 破壊 
* 15 年 前 か ら 海外 マー ケッ ト の 開拓 に 着手 し 、 ニ ュー ヨー ク で の 市 場 を 確保 し て いる 。 
* 新 酒 の 販売 時 期 な ども 考慮 し 、 四 季 に 応じ た 酒 を 造り 、 市 場 を 開拓 する 。 
* 顧 客 に ICE (Imfomation, Communication, Education) 活動 を し て 、 3 万 人 が 年 間 5 万 円 買っ 
て くれ れ ば 、 年 商 15 億 円 で 経営 が 成り 立つ 。 
* 岩 手 県 産 の 米 で お 酒 を 造り 、 県 外 、 海 外 で 販売 し 、 地 域 へ 還元 する : あざ 開 の 地域 貢献 
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その 後 、 参 加 者 と の 意見 交換 に 移り 、 以 下 の よ うな ポイ ント が クロ ー ズ アッ プ さ れ た 。 


意見 交換 】 
*※ 若 くし て 社長 と な られ 、 社 員 と の 一 体感 は どの よう に し て 作ら れ た の か .… 
一 社長 は 、 社 員 と 宏 に か か わる こと が 基本 。 
一 社員 の 評価 制度 を どう する か は 重要 で 、 成 果 主義 を 取り 入れ た ら 有 能 な 社員 ほど 目的 
設定 が 高 加 で うま く 行 か な い 。 み ん な が 納得 で きる よう な 評価 は で き な い の で 、 社 員 の 
評価 は し な いこ と に し た 。 
一 社員 は 全員 同じ 重み で 、 全 員 一 丸 と な っ て 目標 を 持つ 方 が いい 。 ご 全員 評価 主義 
つ た だ し 、 仕事 を 掛け 持っ て いる 社員 に は それ な り の 報酬 を 出し て いる 。 
玉 経 営 者 一 家 に 生れ た こと で 、 受 けた 影響 と か は ? 
つ 後 を 継 で の は いや だ っ た 。 が 、 大 学 に は 行け と いう こと で 、 東 京 農大 に 入っ た 。 当 時 、 
酒造 学科 に は 、 200 人 中 50 人 くら い は 後継 者 が 潜り 込ん で いた 。 役 ら が 持っ て くる 酒 を 
飲み 比べ る こと で 、 こ の 業界 を 認め る よう に な っ た 。 
一 自分 の リー ダー 像 は 、 お じい さん 達 の 姿 か も しれ な い 。 
*※ 社 長 に な っ た 時 に 、 会 長 (父親 ) は 会 社 に あま り 出 て こない ? 
一 いっ さい 来 な か っ た 。 会 社 を 受け 継い だ 時 に は 、 自 分 より 年 上 の 社員 も いた が .… 
つ 会長 は 来 な い の で 、 稲 感 氏 の 理念 (社員 の 物心 両面 の 幸せ を 追求 する ) を 実践 し て きた 。 
つっ その 意味 で は 、 稲 盛 氏 が 自分 の リー ダー 像 に な っ て いる 。 
つ 社長 に な っ た 後 は 会 長 か ら は 何 も 指 導 を 受け て いな い が 、 社長 に な る まで は 、 毎 年 の よ 
うに 職場 ・ 職 種 を 変わ れ と いう 辞令 を 受け た の で 、 仕事 の 全体 像 が 分 か る よう に な っ た 。 
ネス テラ モン テ な ど 直 営 レ スト ラン も 経営 され て いる が .… 
一 社長 に な っ た 頃 は 20 億 円 の 売り 上 げ が あっ た も の の 、 粗 利 が 32% く らい で 68% が 原 
価 だ っ た 。 そ れ が 今 で は 、 自 前 の レス トラ ン や 、 お 酒 の 直売 所 等 を 持つ こと で 、 売 り 上 
げ は 14 億 円 くら に だ が 、 粗 利 が 46% く らい まで に あがっ て いる の で 、 利益 は 6 て 7 億 と 
いう こと で 、 以 前 と 変わ ら な い 。 こ の よう に 、 効 率 良 く 経営 する こと が で き て いる 。 
ネネ グローバ ル 化 時 代 の 世の中 で 、 日 本 酒 は 白 ワ イン に 対抗 で きそう だ けれ ど .… 
つ アメ リカ で 10 年 間 は 暴れ て みよ うと 考え 、12 の 酒造 会 社 が 参加 し 、 各 社 500 万 円 の 
出費 で 計 6000 万 を 資本 に 活動 を 始め た 。 ス ター ト 8 年 目 で 事業 は 黒字 に な っ た 。 そ の 
秘訣 は 、 現 場 で 顧客 に 日 本 酒 に つい て きち ん と 説明 する こと だ と 思う 。 
一 現在 12 社 中 、7 社 が アメ リカ で の 販売 を 続け て いる 。 
* ま これから の 岩手 に 必要 な の は ? 
っ 第 1 次 産業 を 変え る 必要 が ある 。 消費 者 教育 を も っ と や っ て 、 岩 手 の い いも の を 買う 
よう に な ら な けれ ば .… 
一 今後 は 世界 的 に 食料 や 水 が 不 足す る 時 代 が や っ て 来る 。 そ の 時 、 第 1 次 産業 は 岩手 に 
と っ て 重要 な 戦略 と な り 得 る 。 































































































































































































































































































【 ま と め 】 
若く し て 社長 と な られ 、 こ れ ま で 企業 ・ 業 界 を 牽引 し て こら れ た バイ タリ ティ に 満ち た お 
話 を 伺う こと が で きた 。 和 実践 に 裏打ち され た 話し 方 に は 、 迫 力 が ある 。 先 代 か ら 会 社 を 引き 
継ぎ 、 そ れ を さら に 発展 させ ね ば と いう 重圧 を 跳ね 返す 力 は 、 た だ の 跡取り か ら は 生れ な い 。 
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高校 生 を 対象 と し た 自己 実現 支援 プロ グラ ム 
「 復 興 と と も に 歩む 私 た ちの 未来 」 実施 要項 


本 プロ グラ ム は 、 被 災 地 の 復興 を 支え 、 推 進 す る 人 材 の 育成 を 目的 に 、 被 災 地 の 高校 生 を 
対象 に 、 起 業 支援 を 行っ て いる 団体 に よる 講演 、 被 災 地 の 中 小 企業 経営 者 や 自治 体 職 員 等 と 
の 懇談 等 に より 、 地 域 と 自分 の 将来 に つい て 考え る 機会 を 提供 する こと で プロ グラ ム 参 加 者 
の 将来 へ の 不安 を 軽減 し て 、 早 期 に 目標 を 定め る こと が で きる よう に 支援 する も の で 、 加 え 
て 雇用 の ミス マッ チ 等 の 軽減 を 意図 し て いる 。 

また 、 被 災 地 で 活躍 する 経営 者 や 自治 体 職員 等 と 地域 の 復興 を テー マ に 意見 を 交わ すこ と 

、 地 域 へ の 愛着 を 深め 、 復 興 を 支え る 若手 人 材 を 育成 する こと を 目的 と する 。 


実施 期間 
平成 2 4 年 8 月 2 8 日 ( 火 ) 平成 2 5 年 3 月 3 1 日 (日 ) 


実施 対象 
岩手 県 立山 田高 等 学校 2 年 生 (7 6 名 ) 


実施 内 容 
起業 支援 を 行う N PO 法人 代表 理事 に よる 講演 
山田 町 及び 周辺 市 町 村 の 企業 経営 者 、 自 治 体 職員 、 医 療 関係 者 等 と の グル ー プ ワー ク 
文化 祭 で の 展示 ・ 発 表 及 び 個 人 レポ ー ト 作成 


実施 スケ ジュ ー ル 
第 1 回 8 月 28 日 ( 火 ) 13 : 45~ 
特定 非 営利 活動 法人 edge 代表 理事 田村 太郎 氏 に よる 講演 ・ 質 疑 応答 (100 分 ) 
講師 : 特定 非 営 利 法 人 edge 代表 理事 田村 太郎 氏 
第 2 回 9 月 5 日 ( 水 ) 13 : 45~ 
山田 町 及び 周辺 市 町 村 の 企業 経営 者 等 の 講演 及び グル ー プ ワー ク 1 回 目 (100 分 ) 
講師 : 株 式 会 社 う ち む ら 家 具 代表 取締 役 社長 内 村 健太 朗 氏 
特定 非 営利 活動 法人 いわ て 連携 復興 セン ター 事務 局長 葛巻 徹 氏 
岩手 県 沿岸 広域 振興 局 産業 振興 課 主査 佐々 木 毅 氏 
岩手 県 沿岸 広域 振興 局 産業 振興 課 主査 北 栃 玲子 氏 
岩手 県 沿岸 広域 振興 局 産業 振興 課 主任 阿部 芳 符 (みち と し ) 氏 
第 3 回 9 月 19 日 ( 水 ) 13 : 45~ 
山田 町 及び 周辺 市 町 村 の 企業 経営 者 等 の 講演 及び グル ー プ ワー ク 2 回 目 (100 分 ) 
講師 : 株 式 会 社 千 田 精密 工業 取締 役 千田 ゆき え 氏 
岩手 県 立 宮古 高等 看護 学院 副 学院 長 富谷 千秋 氏 
株 式 会 社 川 石 水産 代表 取締 役 社 長 川 石 睦 氏 
岩手 アカ モク 生産 協同 組合 代表 理事 組合 長 高橋 清隆 氏 
三陸 味 処 三 五 十 大 杉 繁雄 氏 
.1 
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第 4 回 9 月 26 日 ( 水 ) 13 : 45~ 
山田 町 及び 周辺 市 町 村 の 企業 経営 者 等 の 講演 及び グル ー プ ワー ク 3 回 目 (100 分 ) 
講師 : アグ リ 管 理 士 (花井 ・ 野 菜 農 家 ) 佐々 木 孝之 氏 
株 式 会 社 エ フ ビ ー 代表 取締 役 会 長 田 鎖 岩 氏 
復興 店 岩手 復興 局 参事 官 補佐 渡部 剛士 氏 
復興 庁 岩手 復興 局 参事 官 補佐 菊池 信太 郎 氏 
漁業 者 (カキ 、 ホ タテ 養殖 ) 上 林 实 氏 
漁業 者 (カキ 、 ホ タテ 養殖 ) 白 野 貴 氏 
第 5 回 10 月 10 日 ( 水 ) 13 : 45~ 
文化 祭 で の 展示 発表 に 向け た まとめ 方 指導 (100 分 ) 
講師 : 特定 非 営利 法人 edge 代表 理事 田村 太郎 氏 
第 6 回 10 月 12 日 ( 金 )、13 日 ( 土 ) 
文化 祭 で の 展示 発表 
第 7 回 10 月 22 日 (月) 14 : 45~ 
山田 町 の 復興 計画 に つい て (50 分 ) 
講師 : 山田 町 復興 推進 課 
第 8 回 11 月 7 日 (水 ) 14 :45~ 
山田 町 の 医療 体制 に つい て (50 分 ) 
講師 : 山田 町 健康 福祉 課 
第 9 回 12 月 11 日 ( 火 ) 13 : 45~ 
個人 レポ ー ト 作成 指導 1 回 目 (100 分 ) 
講師 : 特定 非 営利 法人 edge 代表 理事 田村 太郎 氏 
第 10 回 12 月 18 日 ( 火 ) 13 : 45~ 
個人 レポ ー ト 作成 指導 2 回 目 (100 分 ) 
講師 : 信幸 プロ テッ ク 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 村松 幸雄 氏 
1 月 こ 3 月 個人 レポ ー ト 提出 ・ レ ポー ト 文 集 作 成 


岩手 県 立山 田高 等 学校 、 い わ て 未来 づく り 機 構 、 岩 手 大 学 釜石 サテ ライ ト 


共催 
特定 非 営利 法人 ed9e 、 岩 手 県 中 小 企業 家 同 友 会 


問い 合わ せ 先 
岩手 県 立山 田高 等 学校 副 校 長 瀬川 ひと み 
tel:0193-82・2164 fax:0193-81.2055 
いわ て 未来 づく り 機 構 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育成 」 作 業 部 会 事務 局 
岩手 大 学研 究 交流 部 研究 協力 課 八重 標 喜 陽 
tel:019-621.6851 faxX:019-621-6995 
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高校 で 復興 担う 人 材 育成 講座 - NHK 岩 手 県 の ニュ ー ス 06/ 09/ 12 12:51 














NHK 岩 手 県 の ニュ ー ス 磁 岡 放送 局 


| 高校 で 復興 担う 人 材 育成 講座 













靖 語 護 庶 ガ 波 で 大 き な 被 害 を 受け た 山田 町 で 、 高 
MM 請 還 校生 を 対象 に 今後 の 復興 を 担う 人 材 を 育 
% す る 講座 が 開か れ ま し た 。 

』 こ の 講座 は 、 県 内 の 産 官学 の メン バー で 
つく る 「 い ぃ いわて 未来 づく り 機 構 」 が 、 今 
後 の 復興 を 担う 若い 世代 の 人 材 を 育て よ 
| うと 8 月 か ら 山 田町 の 県 立山 田高 校 を モ 
l | デル 校 に 開い て いる も の で す 。 

5 日 は 、 生 待 7 0 人 あま り が 参加 し 、 復 
興 支 援 に た ず さ わ っ た NPO の 関係 者 な ど が 講演 し 、 こ の 中 で 、 磁 岡市 に 本 社 の ある 家具 店 の 
社長 は 、 被 災 し た 宮古 市 の 店 舗 を 使っ て 支援 物資 の 提供 を 行っ た エピ ソー ド な ど を 紹介 し まし 
た 

その 後 、 生 徒 た ち は 、 グ ルー プ 討 論 を 行い 、「 復 興 を 外部 の 力 に 依存 し て いる 状況 で 、 も っ と 
地域 住民 が 動か な けれ ば な ら な い 」 と か 、「 卒 業 後に 就く 仕事 と 地域 の 復興 と を 関連 づけ て い 
きた い 」 と いっ た 意見 を 発表 し まし た 。 

講座 に 参加 し た 2 年 生 の 赤 瀬 満 輝 さん は 、「 少 し ずつ 復興 し て いる が 、 ま だ 不便 な と ころ が あ 
り 、 今 後 、 自 分 た ち で で きる こと を や っ て いき た い 」 と 話し て いま し た 。 「 い わ て 未来 づく り 
機構 」 に 携わっ て いる 岩手 大 学 の 後藤 尚 人 教授 は 、「 生 徒 に は 、 山 田町 の 可能 性 を 見 つけ 、 復 
興 を 支え を る こと が で きる 人 材 に な っ て ほし い 」 と 話し て いま し た 。 

生徒 は 、 今 後 も 講座 を 受け 、 来 年 の 春 ま で に 町 の 復興 に つい て 自分 た ち で 考え た プラ ン を と り 
まとめ る こと に し て いま す 。 


09 月 06 日 09 時 01 分 


Copyright NHK(Japan Broadcasting Corporation) All rights reserved. 許可 な く 転 載 す る こと を 禁じ ます 。 
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別紙 12 : 自己 実現 支援 プロ グラ ム レポ ー ト 集 表紙 


為 農 と と も に 歩む 
私 で ちの 未森 


高校 生 を 対象 と し た 自己 実現 支援 プ ブログ ラム 





ーー 











節 上 国生 等 学 入 2 学年 


ーー 
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平成 2 4 年 度 事業 実績 報告 ( 案 ) 


「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 設立 5 年 度目 で ある 平成 24 年 度 に お いて は 、 機 
構 の 第 2 フェ ー ズ (H24~H26) の スタ ー ト の 年 と 位置 付け 、 オ ー ル 岩手 に よる 
復興 と 未来 づく り に 取り 組ん で いく こと と し 、 部 会 活動 を は じ め と し た 各種 活 
動 を 展開 し た 。 



































事 業 内 容 
(1) 総会 の 開催 
開催 日 : 平成 24 年 7 月 13 日 ( 金 ) 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
内 容 : ア 平成 23 年 度 事業 報告 ( 案 ) ノ 平成 24 年 度 事業 計画 ( 案 ) 
イ  ! い わ て の 復興 と 未来 づく り に 向け た 共同 宣言 」 採 択 
ウ 講演 「 岩 災 復 興 と 未来 づく りー 阿部 千 一 に 見 る 震 災 復興 -」 
講師 梅原 爱 雄 氏 
参加 者 : 約 120 名 









































(2) ラウ ンド テー ブル の 開催 
① 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 24 年 7 月 13 日 ( 金 ) 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
内 容 : 機構 の 活動 方 針 等 に 係る 意見 交換 等 
参加 者 : 約 9 0 名 
② 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 25 年 2 月 9 日 ( 土 ) 
場 所 : 岩手 県 立 大 学 宮古 短期 大 学部 
内 容 : ア 部 会 報告 
イ 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 取組 に 係る 意見 交換 等 
参加 者 : 約 5 0 名 
その 他 : ラウ ンド テー ブル 終了 後 、 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 推 
進 に つい て 記者 発表 を 実施 





































































































(3) 復興 フォ ー ラ ム の 開催 (岩手 県 と 共催 ) 
開催 日 : 平成 25 年 2 月 9 日 ( 土 ) ※ ラ ウン ド テ ー ブ ル 後に 開催 
場 所 : 有 略 手 県 立 大 学 宮古 短期 大 学部 
内 容 : ア 講演 「 人 を 助け る すん ご い 仕 組み 」 
講師 西條 剛 央 氏 


























イ パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 「 復 興 3 年 目 に 向け て 」 
ウ 復興 分 野 別 情報 交換 会 
参加 者 : 約 200 名 











(4) 企画 委員 会 の 開催 
活動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 組織 と し て 、 平 成 23 年 度 に 設置 し た 。 平 成 24 
年 度 に あっ て は 、 委 員 会 を 4 回 開催 し た 。 




















(5) 作業 部 会 の 開催 
震 炎 に より 設置 が 1 年 征 期 され て いた 観光 作業 部 会 が 活動 を 開始 し 、 
5 部 会 が 、 復 興 を 中 心 テ ー マ と し て 活動 を 行っ た 。 な お 、 > 
つい て は 、 当初 の 予定 通り 、 設置 か ら 5 年 が 経過 し た 平成 24 年 度 を も っ て 
活動 を 終了 し た 。 
































































































































部 会 名 (担当 機関 ) 平成 24 年 度 の 主 な 活動 実績 
第 2 作業 部 会 ・ 部 会 関係 組織 の 実施 する 復興 支援 活動 等 の HP 掲載 
(岩手 大 学 ) ・ 被 災 企 業 見 学 及 び 意 見 交換 
部 会 関係 組織 の 復興 関係 の 取組 に 係る 情報 共有 
第 4 作業 部 会 ・ 入 慈 市 に お いて 地域 リー ダー 像 を 市 民 と と も に 考え る イベ 
(岩手 大 学 ) ント 「Kuji cafe 2012」 を 実施 














・ 人 材 育 成 デ ゲー タベース を 継続 運用 
・ 県 立山 田高 校 に お いて 「 高 校生 を 対象 と し た 自己 実現 プロ 




























































































































































































グラ ム 」 を 実施 
第 5 作業 部 会 ・ 釜 石 市 鵜 住居 仮設 住宅 団地 に お いて 「 見 守り を 核 と する 1 
(岩手 県 立 大学 ) CT を 活用 し た 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 」 プ ロジ ェ 
クト を 実施 
・ 県 立 大 学 公開 講座 「 医 療 ・ 福 祉 の 情報 連携 と コミ ュ ニ ティ 
づく り 」 を 共催 
公募 型 復興 企画 推 | ・ い わ て 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 
進 作業 部 会 を 中 心 と し た マッ チン グ を 実施 (企画 提案 型 11 件 提案 、8 
(岩手 県 立 大 学 ) 件 受入 。 ニ ー ズ 型 127 件 要請 ・ 提 案 、113 件 受入 ) 
・ ワ ー ク ショ ッ プ を 2 回 開催 (大 植 町 、 宮 古市 ) 
観光 作業 部 会 ・「 コ ン ベ ン ショ ン 誘 致 に よる 復興 支援 」「 ポ スト DC を 見 据 











(岩手 県 商工 会 議 | えた 観光 振興 」「 県 北 観光 の 振興 」 等 に 係る 意見 交換 
所 連合 会 ) ・ 講 演 会 「 観 光 立国 の 推進 に つい て 」 を 開催 












































平成 25 年 度 い わ て 未来 づく り 機構 活動 方 針 ( 案 ) 


1 平成 25 年 度 は 、 機構 の 第 2 フェ ー ズ (概ね H24~H26) の 中 間 年 で あり 、 復 興 を 
加速 する 年 で も ある こと か ら 、 機 構 と し て の 復興 に 関す る 取組 を さら に 充実 させ 


る と と も に 、 成 果 と 実績 を あげ る こと に 重点 を 置い て 取り 組む 。 
2 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図り 事業 の 実効 性 を 高め る た め 、 引 き 続 き 積極 的 な 情 


報 発信 を 行う 。 


I 活動 計画 
时 (平成 24 年 7 月 の 共同 宣言 に 基づい た 取組 ) 


1 機構 及び 各 会 員 が 取り 組む 県 民 運 動 


(1) 震 災 復興 に 向け た 活動 の 推進 
に 県 民 総 参 加 に よる 復興 へ の 動き を 推進 し 、 復 興 を 加速 さき て いく 。 
! ① 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 中 心 と し た 情報 発信 ・ マ ッ チ ! 

ング の 促進 ・ 連 携 体制 構築 ( 
! ② 経済 同友 会 な ど と 共に 、 人 づく り ・ 街 づく り ・ 産 業 づ くり に 取り 組む 「 東 北 未来 創造 イ ! 
ニシ アテ ィ ブ 」 の 推進 
! ⑧ 復興 教育 を テー マ と し た 新 部 会 の 創設 と 実効 性 の ある 取組 の 推進 



























































































































































いわ て の 復興 の 象徴 で あり 希望 あふ れる 未来 の 実現 に 向け た 活動 の 推進 


(2) 
斉 興 の 象徴 と な る 取組 を 後押し する こと で 、 復 興 と その 先 の 希望 あふ れる 


















































未来 の 実現 を 図る 。 
0 国際 リニア コラ イダ ー (1 LC) の 東北 誘致 に 向け た 県 民意 識 の 盛り 上 げ 、 国内 何 補 地 ! 
決定 後 の 研究 施 設 と その 周辺 環境 の 整備 な ど 、 受 入 体制 の 充実 
| の 2006 希 手 いわ て 国体 の 開催 に 向け た 上 民 奄 識 の 産 り 上 げ 、 募金 
協力 や 関連 イベ ント 等 へ の 積極 的 な 参加 

「 いわ て 三陸 ジオ パー ク 認 定 に 向け た 県 民意 識 の 醸成 、 ジ オペ パー ク に 関す る 周知 啓 玩 や 三 ! 
陸 復 興国 立 公園 の 指定 と 連動 し た 復興 ・ 地 域 お こし の 取組 | 

























































































































































































2 具体 の 課題 解決 の た め の 各 部 会 の 活動 
各 作 業 部 会 は 、 い わ て の 復興 と 未来 すさ く り に 向け 、 緊 急 か つ 重 要 な 課題 に 対応 
圧 動 を 行い 、 具体 の 成果 を 出し て いく こと を 強く 意識 し て 


会 員 及 び 県 民 に フィ ー ド バッ ク す る 。 
























































する た め の 目 に 見 える 活 
当該 成果 を ラウ ンド テー ブル 、 


































































































































































































































































































































































































部 会 名 【 担 当 機関 】 平成 25 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 

東北 未来 創造 イニ シア テ | ・ 人 材 育成 道場 の 開設 及び 円 滑 な 運営 

ィ ブ 作業 部 会 

【岩手 银行 】 

産業 復興 作業 部 会 ・H24 策定 の アク ショ ンプ ラン の 推進 

【 岩 手 大 学 】 ・ 沿 岸 地域 の 企業 訪問 を 行い 、 支 援 内 容 に 関し 要望 調査 を 実施 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ の 連携 体制 の 構築 

医療 福祉 体制 作業 部 会 ・ 研 究 会 の 開催 (月 1 て 2 回 ) 

【 岩 手 県 立 大 学 】 ・ 講 演 会 ・ 研 修 会 の 開催 
・ 仮 設 住宅 及び 復興 公営 住宅 等 の 孤立 死 、 自 殺 の 防止 に 係る 取組 
体制 の 構築 

か け 橋 作業 部 会 ・ マ ッ チ ング の 促進 

岩手 県 】 ・ 復 興 関連 情報 の 発信 
・ 復 興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 

観光 作業 部 会 ・ILC 誘致 の 実現 

【 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 | ・ 花 巻 空 港 の 台湾 定期 便 就航 の 実現 

会 】 ・「 あ まち ゃ ん 」 を 利用 し た 観光 の 推進 

(仮称 ) 復興 教育 作業 部 会 | ・「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 」 の 推進 を 支援 























3 積極 的 な 情報 発信 
機構 の 活動 を 積極 的 に 発信 する こと で 、 活 動 の より 効果 的 な 展開 を 図る 。 


@ 会 員 団体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 [ 
② 機構 だ より の 充実 (年 4 回 の 発行 ) 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向け 情報 提供 (随時 ) | 

の 強化 
@ 機構 HP (岩手 の イイ モノ 紹介 な ど 概 ね 隔月 更新 ) に よる 、 一 般 向け の 情報 発信 の 強化 | 




































































































































































④ 会 員 、 構 成 団体 HP と の 相互 リン ク 等 に よる 、 露 出 の 拡大 





こら ここら ビー こも こそ っ に ここ やこ と こと に や こら ころ さっ 


相 スケ ジュ ー ル 















































































































































主 な スケ ジュ ー ル 概要 ( 案 ) 
〇 第 1 回 ラウ ンド テー ブル | ・25 年 度 の 活動 方 針 に つい て の 協議 
時 : 6/24( 月 )14 : 30 て 15 : 30 ・ 新 部 会 (復興 教育 ) の 設置 に つい て の 協議 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン NW ・ 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 進捗 状況 報告 
司会 : ( 岩 大 ) 岩渕 副 学 長 
O 総 会 ・ 交 流 会 ・24 年 度 実績 報告 、25 年 度 事業 計画 の 審議 
時 : (総会 )6/24( 月 )15 : 40 て 17 : 00 | ・ILC 誘致 に 係る 経過 報告 、 機 構 と し て の 決議 
(交流 会 ) 17 : 15~19 : 00 | ・ 講 演 





会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン NW 





























〇 第 2 回 ラウ ンド テー ブル | ・ 具 体 の 課題 (国体 ・T し LC・ ジ オ パ ー ク ・ も の づく り ビ ジョ ン 























時 : 10 月 下旬 な ど ) に 対す る ディ スカ ッ シ ョ ン 
会 場 : 岩手 大 学 ( 仮 ) ・ 活 動 内 容 の 確認 、 修 整 、 追 加 等 














司 会 : (県 中 村 部 ] 


癌 








〇 第 3 回 ラウ ンド テー ブル | ・ 活 動 内 容 の 確認 、 総 括 























時 : 1 月 下旬 ・ 次 年 度 の 活動 に 向け た 提言 
会 场 : 岩手 銀行 ( 條 ) 














司会 : ( 岩 銀 ) 斎藤 専務 








国際 リニア コラ イダ ー( 1 LC) の 東北 誘致 を 求め る 決議 ( 案 ) 


国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 計画 は 、 質 量 の 起源 と され る 
ヒッ グ ス 粒 子 の 詳細 な 性 質 解明 な ど 、 宇 宙 誕 生 の 謎 を 探求 し よう 
と する 、 世 界 最高 ・ 最 先端 の ビッ グ プ ロ ジェ クト で ある 。 

IL 上 LC の 立地 に より 、 そ の 地域 に は 世界 各国 か ら 第 一 線 の 優秀 
な 人 材 と 技術 が 集う 「 国 際 学術 研究 都市 」 が 形成 され る こと が 考 
えら れる 。 

これ は 、 央 災 か ら 立 ち 上 が ろう と する いわ て に と っ て 、 単 に 震 
災 前 の 状態 に 戻す の で は な く 、 よ り 豊 か な 地域 社会 を 実現 し て い 
く た め の 、 大 き な 夢 と な り 確 か な 希望 と な る も の で ある 。 

東北 の 北上 山地 に は 、 震 災 の 影響 を 全く 受け る こと の な か っ た 
50Km に も 得る 強固 な 花岡 岩 帯 が 存在 し 、 地 質 調 査 に お いて も 活 断 
層 が な いこ と が 判明 し て いる 。 まさ に I LC の 適地 で ある 。 

私 た ち は 、 復 興 の 象徴 と な る ILC 東 北 誘 致 と 、 復 興 の 先 の 希 
望 あ ふれ る 未来 の 実現 に 向け た 取組 を 、 産 学 官 、 共 に 手 を 携え 、 
進め て いく 。 

いわ て 未来 づく り 機 構 は 、 オール 岩手 の 力 を 結集 し 、 総 力 を 挙 
げ て 1 上 LC 計画 の 実現 に 取り 組ん で いく こと を ここ に 宣言 する と 
と も に 、 北 上 山地 が 科学 的 技術 的 評価 に より 国内 候補 地 と し て 選 
定 さ れ た あか つき に は 、 国 家 プ ロジ ェクト と し て 、 東 北 へ の IL 
C 誘 致 が 強力 に 推進 され る こと を 、 強 く 要 望 す る 。 





上 記 の と お り 決 議 す る 。 


平成 25 年 6 月 24 日 


いわ て 未来 づく り 機 構 





